
 

 

 1 

は じ め に 
 

 本シンポジウムのテーマ「スポーツで“ゆたかなくらし”を！」は、サロン 2002 が法人格

を取得する前から掲げてきた“志”に由来します。 

ここでいう“ゆたかなくらし”は、物質的なゆたかさのことではありません。むしろ「心の

ゆたかさ」「まごころ」や、「ゆとり」「気配り」を指すものであり、「これからの社会において

求められる、人として忘れてはならないもの」を意味しています。 

 しかしそもそも、食べること、生きることに精一杯な人たちにとって、“ゆたかなくらし”と

はどのようなものとしてとらえられるのでしょう。わたしたちの言う精神的な意味合いは、先

進国の、成熟社会からみた、上から目線のおごりであり、「甘い！」と言われるかもしれません。

「衣食足りて礼節を知る」という言葉には重みがあります。 

一方で、「人はパンのみにて生くる者に非ず」との教えもあります。食べることに精一杯であ

っても、ただ食べるだけ、生きるだけでなく、人間らしさ、心のゆたかさを求める姿勢はあっ

てよいはずです。そして、むしろ食べること、生きることに精一杯な人たちのくらしの中にこ

そ、先進国の、いわゆる成熟社会と言われる我々が見失ってきた大切なものがあるのかもしれ

ません。 

“ゆたかなくらし”は誰もが求めるべき、大切なあり方だと思います。 

 

 今回は、サロン 2002 が NPO 法人となって初の公開シンポジウムでした。テーマ設定から演

者の人選、当日の進行や報告書作成に至るまで、理事長である私はあえて直接的にはかかわら

ず、岸卓巨理事を中心に進めてもらいました。このテーマが岸氏の得意分野だったこともあり

ますが、「個人商店」ではなく「組織」となった NPO 法人として、メンバー・会員がそれぞれ

の得意分野で力を発揮する姿を示したかったからです。おかげで私自身は、サロン 2002 がず

っと“志”として掲げてきた「スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”」について、改め

て考える機会となりました。いつもより多くの、それも若い方が大勢参加し、大変刺激に満ち

たシンポジウムでした。 

この報告書には、シンポジウムの内容と、テーマに関連する寄稿が掲載されています。 

私たちが掲げる“志”について考えるための 1 冊としてお楽しみください。 

演者の方々、参加された方々、そして寄稿してくださった方々には、この場を借りて感謝申

し上げます。ありがとうございました。 

 “志”に賛同してくださった方は、私たちのネットワークの一員になりませんか？ 

ともに「スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”」を目指していこうではありませんか！ 

 

 

2015（平成 27）年 12 月 

特定非営利活動法人サロン 2002 

理事長 中塚義実 
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2015.6.10. 

NPO法人サロン2002 公開シンポジウム2015 

スポーツで『ゆたかなくらし』を！ 
 

特定非営利活動法人サロン 2002 は、スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”を“志”とする NPO です。 

私たちは、文化としてのスポーツには、さまざまな社会問題を解決する潜在的な力があると信じています。

また、社会問題と接することによってスポーツの持つ可能性が広がり、文化としてのスポーツが人々のくらし

の中に根付くようになってほしいと願っています。 

NPO 法人化して最初の公開シンポジウムを開催するにあたり、私たちは“志”をそのままシンポジウムのテ

ーマといたしました。 

国内外において「スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”」に取り組むさまざまな団体が集い、互いの活

動を紹介しあい、“同志”のネットワークをつくり上げることが一つのねらいです。またこの機会に、ほんとうの

意味での“ゆたかなくらし”とは何か、自分たちには何ができるかについて考え、次の行動につながるヒントが

得られれば幸いです。 

さまざまな立場の方が、立場を越えて交流できる場となることを願っています。ぜひお越しください！ 

なお、NPO 法人サロン 2002 の概要とこれまでの公開シンポジウムについては裏面に掲載しています。 

 

特定非営利活動法人サロン2002 

理事長 中塚義実 

記 

 

主 催 ： 特定非営利活動法人サロン 2002 

後 援 ： Penya Blaugrana Tokyo、NPO法人 GEWEL、認定 NPO法人クラブネッツ、（ほか募集中） 

日 時 ： 2015（平成 27）年 7 月 4 日（土） 15：30～18：00 （受付 15：00～） 

会 場 ： 筑波大学東京キャンパス1F 119講義室（〒112-0012 東京都文京区大塚3-29-1） 

       丸の内線茗荷谷駅下車「出口１」徒歩２分程度 

 

プログラム ：  

15:30 開会挨拶：中塚 義実（NPO 法人サロン 2002 理事長） 

15:45 事例発表「スポーツの活用可能性とは？」（各 25 分） 

１）スポーツを通したダイバーシティ社会の実現〜CSR としてのスポーツの捉え方〜 

                         演者：村松 邦子 （ウェルネス・システム研究所代表、J リーグ理事）   

２）Sport and International Development 〜開発と平和のためにスポーツが果たす役割〜 

                         演者：山口 拓 （筑波大学助教） 

３）スポーツのネットワークを活用したネパール大地震復興支援活動 

                         演者：小林 洋平 （NPO 法人ネパール野球ラリグラスの会） 

17:00 パネルディスカション「スポーツでゆたかなくらしを！」 

       パネリスト：上記１）〜３）の 3 名、（フロアを交えての意見交換） 

18:00 閉会 

 

コーディネーター：岸 卓巨（特定非営利活動法人サロン 2002 理事） 

 

展示：「スキンプロジェクト」 佐藤 一朗（靴朗堂本店、靴創家） 

 

参加申込 ： サロン 2002 ホームページもしくはサロン 2002 公開シンポジウム参加申込フォームから 

            お申し込みください http://bit.ly/PvAguJ 

参加費 ： 2,000 円 

事務局 ： 春日大樹  ※お問い合わせは salon2002.info@gmail.com までお願いします 
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＜特定非営利活動法人サロン 2002 とは＞ 

 
前身の「スポーツ文化研究会サロン 2002」は、本文末の設立宣言に賛同する“同志”によるゆるやかなネッ

トワーク組織でした。 

設立宣言に掲げた“志”を引き継いで、ゆるやかなネットワーク（スポネットサロン 2002）の運営をはじめと

する諸事業に取り組むNPOの設立総会が開かれたのが 2014 年 5月 31日のことでした。10 月 14 日に東京

都から認証を受け、10 月 24 日に正式に特定非営利活動法人サロン 2002 が設立しました。 

全国各地にいる 95 名のスポネットサロン 2002 メンバーおよび 30 名の NPO 会員は、小・中・高・大の学校

関係者、Ｊクラブ・地域クラブの関係者、フットサルや草

サッカーの関係者、新聞・雑誌・テレビ・インターネットな

どのメディア関係者、サポーターやボランティア、サッカ

ー以外の競技の関係者など多様です。国や地方自治

体のスポーツ行政に携わる者や、JFA、各都道府県 FA

関係者もいます。様々な形でサッカー･スポーツにかか

わりながら、“志”を実現させようと活動する者で構成さ

れるのが「サロン 2002」です。 

「サロン 2002」の主たる活動は、2015 年 5 月で通算

225回を数える月例会の開催と、その内容を核とするホ

ームページの運営です。本シンポジウムは公開型月例

会として 2001 年度よりほぼ毎年行われ、人と情報の行

き交う場として定着しています。 

詳細は、ホームページ ＜http://www.salon2002.net 

 

サロン 2002 設立宣言 

                                                     （2000 年 4 月 1 日） 

我々は、以下に「サロン 2002 の“歴史”」、「サロン 2002 の“志”」及び「サロン 2002 の“会員”」を述べること

により、ここにあらためてサロン 2002 の設立を宣言する。 

【サロン 2002 の“歴史”】 

サロン 2002 は、社会学、心理学等の専門的立場からサッカーの分析・研究・報告に従事していた「社・心グ

ループ」（財団法人日本サッカー協会科学研究委員会の研究グループの一つで、1980 年代後半からこの名

称で活動）を前身とし、1997 年からは研究者という枠にとらわれない、幅広い人材によって構成されるゆる

やかな情報交流グループ「サロン 2002」として活動を行ってきた。 

【サロン 2002 の“志”】 

サロン 2002 は、サッカー・スポーツを通して２１世紀の“ゆたかなくらしづくり”を目指すことを“志”とする。年

齢、性別、国籍、職業、専門分野、生活地域などを超えた幅広いネットワークを築き上げ、全国各地にサロ

ン 2002 の“志”の輪を広げ、大きなムーブメントとなることを目指す。 

サロン 2002 の“志”を実現する上で、2002 年 FIFA ワールドカップ韓国／日本大会は大きな節目であると認

識する。国内外の様々な人々と協力しながら、この世界的なイベントの“成功”に貢献するとともに、同大会

後の“ゆたかなくらしづくり”のためにできることを考え、行動する。 

【サロン 2002 の“会員”】 

サロン 2002 は、前項の“志”を同じくする人たちのゆるやかなネットワークである。 

サロン 2002 の“志”に賛同した個人であれば、誰でも、“会員”となることができる。ただし会員は、サロン

2002からの“Take”を求めるだけでなく、サロン2002に対して、また社会に対して何が“Give”できるかを常に

考え、“Give and Take”の姿勢でいるということが前提である。 

サロン 2002 は、会員に対して短期的な成果は求めない。長い目で見た“Give and Take”の関係が成り立っ

ていればよい。即座のアウトプットが困難であっても、いずれ何らかの形での“Give”を考えている人なら“会

員”となることができる。 

 

＜サロン 2002 公開シンポジウム＞ 

2001 年度…FIFA ｺﾝﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝｽﾞｽﾞｶｯﾌﾟ総括 

2002 年度…FIFA ワールドカップ総括 

2003 年度…地域で育てるこれからのスポーツ環境 

2004 年度…ｔｏｔｏを活かそう！ 

2005 年度…クラマーさん、ありがとう！ 

2006 年度…2006 年ドイツで感じたこと 

2007 年度…ｻｯｶｰ観戦を楽しもう！-ｽﾀｼﾞｱﾑ編 

2008 年度…地域からみたＪリーグ百年構想 

2009年度…2019年ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟを語ろう！ 

2010年度…育成期のサッカーを語ろう！ 

2011年度…高校サッカー90年史を語ろう！ 

2012年度…U-18フットサルを語ろう！ 

2013年度…スポーツクラブの法人化を語ろう！ 

http://www.salon2002.net/
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＜シンポジウム 演者等プロフィール＞ 

村松 邦子 氏 

 株式会社ウェルネス・システム研究所 代表取締役、公益社団法人日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）理事。 

グローバルＩＴ企業に26年間在籍中、広報部部長、企業倫理室長、ＣＳＲ・ダイバーシティ推進責任者を歴任。ヘル

シーカンパニー（経営管理と健康管理の統合）の概念に共鳴し、筑波大学大学院にてスポーツ健康マネジメント・シ

ステムを学ぶ。2010年に独立し、ウェルネス・システム研究所を設立。講演、執筆、アドバイザリー等の活動を通じ

て、健全な組織作り（経営倫理、ダイバーシティ、ガバナンス）とセルフマネジメント（心身の健康とキャリアデザイン）

の支援に取り組んでいる。2014年、Ｊリーグ理事に就任。「スポーツで、もっと、幸せな国へ。」（Ｊリーグ百年構想）を

テーマに活動の幅を広げている。（一社）経営倫理実践研究センター主任研究員、ＮＰＯ法人日本経営倫理士協会

理事、ＮＰＯ法人ＧＥＷＥＬ（ダイバーシティ推進）理事、日本体育大学、白百合女子大学で非常勤講師も勤める。 

 

山口 拓 氏 

 国連東ティモール暫定行政ミッション・独立式典/ 青少年スポーツ祭(2002年)支援副統括官、世界オリンピアンズ

協会／アジア・オセアニア地域事務所イベントディレクター、有森裕子氏が代表を務める特定非営利活動法人ハー

トオブゴールド理事などを歴任し、現在は国際社会で培った「スポーツを通じた国際開発（IDS）」に関する経験知を

活かし、筑波大学で「スポーツを通じた開発」の実践と「スポーツが各開発課題に果たす役割」について研究してい

る。カンボジア王国オリンピック委員会特別顧問やカンボジア王国アンコールワット国際ハーフマラソンイベント・ディ

レクターを務めていた経験からカンボジア王国との繋がりも強く、カンボジア教育省・青少年スポーツ総局、JICA・筑

波大学と協力し、小学校保健体育学習指導要領作成にも貢献している。 

 

小林 洋平 氏 

 特定非営利活動法人ネパール野球ラリグラスの会理事長。ネパール野球連盟名誉総裁。大学の海外研修で初

めてネパールを訪れ、現地で野球交流を行ったことをきっかけに、大学卒業後ボランティア団体ネパール野球ラリ

グラスの会を設立。それ以来、ネパールでの野球普及活動、野球を通した青少年の交流活動を行っている。活動

内容は、野球道具の寄付、指導員の派遣、現地野球大会の開催など多岐に渡り、近年では、ネパール野球チーム

の国際大会への出場、国際野球連盟への加盟、ネパール人の日本球界への挑戦、ネパール少年野球団の日本

招聘等への支援も行っている。そんな中、今年4月25日にネパールでM7.8の大規模地震が発生。いち早くネパール

に赴き、同国の野球の主要な活動拠点であるバクタプル等にて現地状況を調査。これまでの野球普及活動で築い

てきたネットワークを活かし、復興支援活動を開始。現在は、本年12月19日を目処にバクタプルにて再び野球大会

を開催することを目指して、スタジアム修復支援など実施している。 

 

佐藤 一朗 氏 

 2003年より「靴」「沓」など「履物」をテーマに制作活動を開始。屋号の「靴郎堂本店」は、2004年に開催した初個展

名である。明治期に西洋より伝来し、日本でも身近な道具となった「履物」を遊び心で読み解き、「履けない靴」「靴

型テント」など革新的な「履物」を模索している。2008年からはアーティストユニットKOSUGE1-16とのコラボレーショ

ンプロジェクト「スキンプロジェクト」をスタート。履けなくなったサッカーシューズでの靴型トロフィー制作やサッカーシ

ューズのソール部分を再利用したサンダルの制作、サッカーがはじめて日本に伝来した時期に使われていたサッカ

ーシューズの再現など「スポーツ」の要素を創作活動に活かしている。特定非営利活動法人サロン2002やユースサ

ッカーリーグ「DUOリーグ」とはワークショップも多数開催し、使われなくなったサッカーボールを使ったコインケース

づくりや靴磨き講習会など、「履物」や「革」を通した人々のコミュニケーション機会づくりも行っている。 
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NPO 法人サロン 2002 公開シンポジウム 2015  

スポーツで「ゆたかなくらし」を！ 
 

演 者：村松邦子（ウェルネス・システム研究所代表、J リーグ理事） 

    山口拓（筑波大学助教） 

    小林洋平（NPO 法人ネパール野球ラリグラスの会） 

 

はじめに 

中塚： みなさんこんにちは。足元の悪い中、大勢の方にお越しいただき誠にありがとうございます。

2002 年のワールドカップに何か関係するということはみなさんお気づきかと思いますが、主催

の NPO 法人サロン 2002 の前身となる組織は、80 年代終わりごろから細々と活動を続けていた

サッカー研究者の組織です。それが 80 年代の終わりごろから、プロサッカーリーグが始まる、

あるいは、ワールドカップを日本に招致するといった話の流れの中で、サッカーの研究者の小

さな組織に様々な方が集まるようになり、そして、今に至るということです。昨年度から NPO

として再生いたしました。お手元の今回のレジュメの 2 枚目を少しだけ見ていただきたいので

すが、このサロン 2002 の主たる活動の月例会をずっとやっております。ただ、年々平均年齢

が上がっていく月例会でして、若返りをなんとかしたい。そして気がつくと、おじさんばかり

集まってしまっている月例会でして、なんとか女性のかたも。ということで、ただいま会員募

集中です。月例会以外に、公開型のシンポジウムを年に 1 回やっています。そのことが資料に

書かれております。今回は、「スポーツでゆたかなくらしを」ということです。我々、前身の

段階から、サッカー、スポーツを通した豊かな暮らしづくりという言い方をずっとして参りま

した。今の NPO でも、スポーツを通しての豊かな暮らしづくりを探っていこうということを掲

げておりますが、豊かな暮らしとは何だろう？ということに関しては、必ずしも統一見解を示

しておりません。おそらく統一見解などないと思いますが、物質的なものだけではない、とい

うことは少なくとも共通理解として持っていると思います。今回、我々が志とかかげるゆたか

なくらしというのを全面に押し出したシンポジウムに、これだけ多くの、いろんな分野の方が

いろんなところから集まってくれたこと、すごくうれしく思いますし、今日のこの場、更に懇

親会もふくめて、いろんな方が交流の場を広げ、ゆたかなくらしについて語り、行動できるよ

うな、そういうきっかけになればなと考えます。有意義な会議にしていきたいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。 

司会： ありがとうございました。重ねて申し上げますが、サロン 2002 につきましては本日のレジュ

メの 2 ページ、それから、ホームページにも出ておりますので、是非、機会がありましたらご

覧ください。また会員メンバーを募集しておりますので、もし本日のシンポジウムで、NPO 法

人サロン 2002 に興味を持っていただける人がいらっしゃいましたら、是非お声掛けいただけ

ればと思います。続きまして、本日の流れについて、本シンポジウムのコーディネーター岸た

くみから、説明をさせていただきます。よろしくお願い致します。 

 岸： はい、みなさま、本日はお忙しい中、おこしいただきましてありがとうございました。本シ

ンポジウムのコーディネーターを務めております岸と申します。簡単に今日の流れについて紹

介させていただきます。本日は 2 部構成で、考えております。はじめに、事例発表ということ

で、3 名の演者から、3 つの視点で、スポーツを通したゆたかな暮らしについて発表をしていた
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だきます。その後、パネルディスカッションということで、3 名の演者の方に登壇いただき、フ

ロアの方の意見を交えながら、進めさせていただけたらと思っております。限られた時間の中

で 3 つのテーマを扱うということで、かなり、それぞれのテーマの内容が短くなってしまうか

と思います。ただ、みなさんの意見もいただきながら、どんどんこの活動発表、その後のパネ

ルディスカッションその後の懇親会で、深めていければと思います。みなさんからの質問につ

いては、パネルディスカッションでいただけたらと思います。活動発表は 3 名の方に続けて、

お話をいただく予定であります。なお、本日の内容ですが、後日報告書のような形でまとめさ

せていただきますので、ブログ等での自由記述はお控えいただけたらと思います。では、短い

間ですが、よろしくお願い致します。 

司会： ありがとうございました。ではこれより、最初のプログラムに移りたいと思います。スポー

ツでゆたかな暮らしをといっても様々な切り口があります。本日は、企業とスポーツの関わり

方、開発途上国支援とスポーツ。復興支援活動とスポーツ、という 3 つの異なる視点から、そ

の分野の概況と具体的な活動を紹介していただきます。まず始めは、J リーグ理事で、株式会社

ウェルネスシステム研究所、代表取締役の村松邦子様にスポーツを通したダイバーシティ社会

の実現、CSR としてのスポーツのとらえかた、という観点からお話をいただきます。村松様は、

グローバル IT 企業に 26 年間在籍したのち、筑波大学大学院でスポーツ健康マネジメントシス

テムを学ばれました。その後、2010 年に独立をされ、ウェルネスシステム研究所を設立。講演、

執筆、アドバイザリーと、活動を通して、健全な組織づくりとセルフマネジメントに取り組ん

でいらっしゃいます。2014 年からは J リーグ理事に就任され、スポーツでもっと幸せな国へ、

をテーマに活動を広げていらっしゃいます。それでは村松さん、よろしくお願いします。 
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Ⅰ．スポーツを通したダイバーシティ社会の実現 

   〜CSR としてのスポーツの捉え方〜 

              村松 邦子 （ウェルネス・システム研究所代表、Jリーグ理事）  

 

１．導入 ～ダイバーシティとは～ 

 

   村松： こんにちは。ただいまご紹介いただきました村松と申します。どうぞよろしくお願い致し

ます。本日は、企業とスポーツという観点でお話をさせていただきます。ダイバーシティとか CSR

とか、カタカナ語が並んだ題になってしまいましたので、それらの意味も簡単に説明しながら進め

ていきたいと思います。まず、先ほど中塚先生からもお話がありましたが「ゆたかな暮らし」とは

どんな暮らしでしょうか？私にとっては、日々の充実感や、仲間との楽しみ、そして、やはり「自

分らしくいられる」ということです。それがまさに今日のテーマ、ダイバーシティ社会というもの

ではないでしょうか。日本では、ダイバーシティ＝女性活躍と思っている方もいらっしゃいますが、

ダイバーシティとは「多様性」のことで、様々な違いを尊重し、強みとして生かしていくという概

念です。では、様々な違いとはどういうことでしょうか。ダイバーシティの氷山で表すと、上の方

が目に見えるもの、下の方が見えないものです。性別、人種、言葉の違い、出身地、体の特徴など

はすぐに分かりますが、例えば価値観、性的思考、ライフスタイルといったその人の内側にあるも

のは、外見だけでは判断しにくいものです。ダイバーシティには、「お互いの違いを認めあう」とい

うリスペクトの心が大切です。 

 

 

 

 ダイバーシティは、もちろん人権の問題でもあります。アメリカでは、人種、性別などの差別問

題の解決策としてとしてダイバーシティが進められてきました。日本での人権課題も、女性、高齢

者、外国人、HIV 感染者、子供、障がい者等、たくさんあります。大事なのは、少数派の人たちを
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「尊重」し「排除しない」ということです。一方、企業の経営課題としてのダイバーシティは、女

性活躍、ジェンダー、グローバル人材、世代、障がい者雇用、新卒と中途採用、雇用形態、LGBT（性

的少数者と言われている、レズ、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー）などがあります。

さらに、ライフスタイルやオピニオン・ダイバーシティ。視点の違い、意見の違いが健全な組織に

は必要です。 

 

 

  

 私が社外理事として、J リーグの役に立てるところは、このオピニオン・ダイバーシティである   

と思っています。今の J リーグ理事 19 人のうち 5 人がサッカー関係者ではない社外理事です。私は

ビジネスの経験を生かし、リーグの持続的成長やガバナンスといった、マネジメントの視点で関わ

っています。 

 

２．J リーグの可能性 

 

J リーグに関わるようになり、私がこの 1 年半で感じていることは、やはりスポーツには「社会

を変える力がある」ということです。これまで、CSR や女性活躍の支援など、もっと元気な日本に

なってほしいという思いで活動を続けてきましたが、志を同じくする仲間からは、「自分達の活動が

なかなか社会に伝わらない」とか、「集客に苦労している」などの悩みをたくさん聞いてきました。

でも、スタジアムに行ったときに、「わー！ここにある！」と興奮してしまいました。スタジアムで

の一体感、高揚感、何万人という人がそこに集い感動を共にする体験にスポーツの可能性を感じま

した。 



スポーツで「ゆたかなくらし」を！：シンポジウム編 

 

 11 

 

 

J リーグは理念を大事にしています。意外だったのは、日本のサッカー水準向上だけでなく、豊

かなスポーツ文化の振興や、国民の心身の健全な発達も理念としており、ホームタウン活動などを

通じて実践していることです。「なんで 52 クラブもあるのか」、「どうして J3 をつくったのか」など、

J リーグのクラブの多さを指摘されることもありますが、百年構想に沿ってしっかりと地元密着型の

クラブを増やしているということです。 

 

 

 

健全な組織という観点で考えた場合、J リーグのようなスポーツ団体も、社会の一員として、きち

んと社会的責任を果たさなければなりません。2010 年に発行された ISO26000 は、企業のほか、あ

らゆる組織の社会的責任を規定したガイドラインで、人権、労働環境、環境、消費者、コミュニテ

ィ等の社会課題を関係者がみんなで協働して解決していこうという流れになっています。 
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J リーグでは、昨年、「JAPANESE ONLY」という差別的横断幕の問題が起きました。結果的に、

無観客試合という厳しい制裁になりましたが、子どもたちが憧れる J リーグの舞台であり、誰もが

安心して楽しむことができるスタジアムを目指しているのであれば、やはりソーシャル・フェアプ

レイに関しては強いメッセージを発信し、再発防止に努めなければなりません。今回の問題で感じ

たことは、メディアも含め社会からの反響は大きく、J リーグで起きたことや、その後の対応につ

いても、本当に責任は重いと感じました。J リーグは、これまでも、法務省の人権啓発活動に協力を

していますが、昨年からは、選手、監督、クラブスタッフを含め、J リーグ関係者全員に人権研修を

行っています。 

 

３．J リーグの果たす役割 

 

先日、LGBT 組織代表の方とお会いしたのですが、「いじめっ子は大体元気がよくて運動ができる

子が多い。そのいじめっ子の憧れの存在が J リーガーであったりする。だから、親や先生より、サ

ッカー選手が、『いじめなんてかっこ悪いよ』と言ってくれることがどれだけ影響のあることか。だ

から、サッカーの人権啓発活動には期待している」と言ってくださいました。性的マイノリティに

関しては、FIFA の差別禁止規定の項目にも入っていますし、サッカー界が日本社会をリードしても

よいのではないでしょうか。 
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J リーグは、J1 から J3 まで 52 クラブあって、昨年は全体で 3,765 回のホームタウン活動を行いま

した。例えば、川崎フロンターレは、生徒に大好評の算数ドリル、京都サンガ FC では、オレンジリ

ボンで子供の虐待防止のためのキャンペーンを行っています。また、ジュピロ磐田では、大学と連

携し、障がい者の生涯スポーツ支援を継続しています。このように、地域や社会課題の解決につな

がる活動によって、よりスポーツの価値を感じていただけるようになると思います。 

東京ヴェルディでは、障がいを持っている方もスタジアムに来ていただけるように、サービス介

助士が協力してくれるサービスを始めました。また、ブラインドサッカーの大会が近くで開催され

るので、東京ヴェルディの試合前にブラインドサッカー体験、というような PR 協力もしています。

これはまさにダイバーシティ推進です。 

こうしたことも踏まえて、サッカーには「社会を変える」影響力と可能性があると実感していま

す。それはやはりスポーツが、サッカーが「人をつなげる」こと。今は、いろいろな人たちが連携

をして、社会課題を解決していく時代になりつつあります。それを考えた場合、J リーグはハブのよ

うな役割ができるのではないかと思っています。 

 

４．スポーツを活用した事例 

 

J リーグ以外で、いくつかの事例を紹介したいと思います。まず、防災活動の普及や復興支援を

している Social football COLO という団体。陸前高田でのグラウンド作りや、チャリティフットサル

大会等を開催しています。企業がスポンサーをして、社員がこの活動に参加するとモチベーション

アップにつながる。個人参加者は参加費が寄付になるので、楽しく社会貢献活動ができる。サッカ

ー選手はボランティアとして貢献できる。など、みんなが一緒になって社会課題に取り組む場がで

きつつあります。 
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あとはスポーツのダイバーシティという観点で、実際にスポーツが得意な人と苦手な人がいます。

日本では体育の影響もあってか、苦手な人はずっと苦手なまま。そういう方たちが、この「世界ゆ

るスポーツ協会」という団体を立ち上げました。このごろメディアでも取り上げられていますが、「ス

ポーツ弱者を減らす」をテーマに、誰もが楽しくできる新スポーツを考え、提案しています。例え

ば、ハンドソープボールといって、ハンドボールをわざとソープでぬるぬるにして、落としたらま

たソープをつけにいくといったスポーツ。運動が苦手な人も、車椅子の人も、どんな人も一緒にス

ポーツを楽しむことができる場が増えていくといいですね。 

また、企業の CSV（共有価値の創造）という事例では、鬼ごっこ協会とネスレが提供している「ネ

スレヘルシーキッズプログラム」があります。これも企業とスポーツ団体が連携して健康教育を行

っている先進的なプログラムではないかと思います。後ほどお話を伺いたいと思います。 

 

５．まとめ ～スポーツの魅力～ 

 

最後になりますが、私はスタジアム観戦で、勝ち負けについてはよくわからないのですが、何よ

り幸せな気持ちになるのは、ファン・サポーターの皆さんの笑顔が見られることです。スタジアム

には、心から喜怒哀楽を表現し、仲間との一体感を楽しめる、本当に豊かな時間が流れています。

スポーツには、人と人、国と国をつなぐ力がある。 企業の課題としてグローバル化が叫ばれてい

ますが、J リーグでは、すでに選手も監督・コーチもいろいろな国の人たちが一つのチームとして戦

っています。ある意味、スポーツが日本社会のダイバーシティ、グローバル化をリードすることも

できるのではと考えています。私からは以上です。ありがとうございました。 
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（講義を行う村松氏） 
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Ⅱ．Sport and International Development  

〜開発と平和のためにスポーツが果たす役割〜 

山口 拓 （筑波大学助教） 

 

１．自己紹介 

 

司会： 続きましては、開発と平和のためにスポーツが果たす役割、という観点から、筑波大学助教

で、NPO 法人 Heart of Gold 元理事の山口拓様にお願い致します。山口様は、国連東ティモール

暫定行政ミッション支援、副統括官や、世界オリンピアンズ協会アジア・オセアニア地域事務

所イベントディレクター。有森裕子氏が代表を務める、特定 NPO 法人、Heart of gold 理事など

を歴任されてきました。 

現在は、国際社会で培ったスポーツを通じた国際開発に関する経験知を活かし、筑波大学で、

スポーツを通じた開発の実践と、スポーツが各開発課題に果たす役割について研究をされてい

ます。カンボジア王国とのつながりも強く、カンボジア政府、JICA、筑波大学と協力し、現地

の小学校保健体育科学習指導要領作成にも貢献されております。それでは山口さんよろしくお

願いします。 

 

山口： みなさんこんにちは。山口と申します。先程、簡単に紹介いただきましたが、少し自己紹介

をさせて頂きます。実は現在、筑波大学の教鞭をとっているわけですが、じつは長らく現場の

実践者としての経験を積んでまいりました。今後は、自身が歩んできた道を今後の人材育成に

生かす活動につなげていきたいと考えております。現在、筑波大学では、｢スポーツ国際開発

学共同専攻プログラム｣を始める準備を進めています。私は、そのプログラムを担当するため

に、日本に戻って参りました。 

 カナダに 1 年半、ハンガリーに 2 年半、東ティモールに 3 年、カンボジアに 10 年ほど暮ら

し、大学卒業後、日本では 5 年程しか関わっておりませんので、この図では、どちらかという

と、「この人(私)は、カンボジア人なんじゃないかな」と思ってしまいそうですね。 

 

２．導入 ～スポーツによる社会貢献、とは？～ 

 

 さて、こうした国々で、スポーツによる社会貢献事業に従事してきた訳ですが、実践者とし

てのみ活動するのは、とても難しいモノでした。 

こうした貢献活動に「サポーター」或は「会員」と呼ばれる支援者が不可欠ですが、その理解

を得て、支援を募る際「スポーツ国際貢献って何!?」或は「スポーツで何を支援するの?」とい

った質問が相次ぎ、当時の私は全てを明確に説明しきれない状況でした。 

 以上の経過から、自分の試行整理を含めて、研究者としての活動も並行して参りました。 

先程、村松先生からダイバーシティの話もありましたが、実は私もそこが最終的なゴールだと

感じています。松村先生にお話いただいたのは、どちらかというと国内で、しかも企業ができ

る活動になりますが、私の場合はどちらかというと国際協力、あるいは NPO、NGO といった

組織、或は、公と民の間を担う「市民社会組織」の活動について話を進めていければと思って

おります。 
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 私の担当では、国際の理論的な話に移りますが、私の講演の後には、ネパール事例へと話が

推移しますので、私は極力、「事例を省いた全体的な流れ」或は「国際社会でどういうことが

起こっているのか」について説明させていただければと思います。 

 

 

 

３．スポーツ×国際貢献 

 

 私のパートでは、まず、スポーツ国際貢献って何？という概論から開始し、その後、実際に

現場に入った時に自分はどうしてきたのか？或は、どうすべきなのか？そして、その潮流はど

こから生まれて、どのように進化してきたのか。そして今後、どういう方向に向かうべきなの

か？といったことをお話できればと思います。 

世では、｢する｣｢みる｣｢支える｣スポーツという概念が提唱されています。今、定義を思考して

いる最中なのですが、私は、それら全てが達成されると｢成るスポーツ｣に発展すると考えてい

ます。 

 図のようなイメージです。このピラミッドの赤いラインが社会的な開発・発展性で、青いラ

インがスポーツの発展性ラインになります。「優れた人にしか統計をとっていない」或は「そ

れを本当に実証できるのか」等と批判を受けるなど、その信ぴょう性に諸説はあるのですが、

海外での活動を通じて、自身の活動や、そこで起こった事象に照らし合わせると、信頼に足る

と判断し、私はこのマズローの欲求段階説を参考にしています。この欲求段階説に｢スポーツ

貢献｣を当て嵌めてみると、まず諸段階層に精神性あるいは安全性の欲求があり、その後、社

会にコミットしたい欲求、認められたい欲求へと続くと考えられています。そして、自己実現

を果たすことが出来た人材は、最終的に自己超越の欲求へ続くとされています。 
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 つまり、｢全ての欲求過程には段階があるので、一個飛ばしではなかなかいくことはできな

いよ｣ということになりますが、それは社会にも、スポーツにも言えるのではないかと考えて

います。 

 オリンピックの父: クーベルタン男爵、あるいは日本スポーツの父: 嘉納 治五郎先生が目指

したところは、結局、スポーツというところを突き詰めていくと、自己実現を果たして自己超

越。つまり、よりよい世界を作るリーダーになれるのではないかという思考のもとで、オリン

ピックの大会や教育が進んできたのかなと思います。体育に至っては、その底上げを図るため

の教育的価値を求めた事象であると感じています。 

 

 

４．古代のスポーツの価値 ～Gymnasium とは？～ 

 

 スポーツの意義や価値などに関する理解は、既にスポーツ社会学やスポーツ人類学等の諸

科学で考えられていますが、ここでは幾つかの事例を紹介します。 

昔、ハンガリーで活動を行った際、ドイツ語から派生したハンガリー語では｢体育館｣と｢高

校｣のことを同じ｢Gymnasium｣と表現します。｢あれ、おかしいな？｣｢体育館と高校…どこに共

通性があるのかな｣ということに興味を持ちました。 

その後、調べてみたところ、実はギリシャ語に起源があったことが解りました、なんと、そ

の Gymnasium というのは、みなさんよくご存じのプラトンとか、アリストテレスといった哲学

者が集って温泉に集って行われていた勉強会のことを指すことが解りました。いわゆる温泉に

集まって、学び・体を鍛えていた事象が名称化され、現在でも中等教育機関や体育館のことを

Gymnasium と呼称していることが解りました。 

つまり教育の原点となる哲学が Gymnasium と並んで、身体活動が関与していたことが明らか

になりました。なお、残念ながら、当時の温泉(スパ)施設での学問と運動は、男子に限定され

ていたようですが、未だ、スポーツ界にダイバーシティの問題があるのは、こうしたルーツに

関わっているのではないかと感じています。 
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５．スポーツ貢献事業の段階層 

 

 さて、英語で申し訳ありませんが、スライドをご覧ください。スライドには、スポーツ貢献

の種別図が示されています。最上部には、Promoting sport and play とあり、スポーツそのものを

普及していくことを最終目的としています。したがって、社会課題とあまり関係しないという

ことになります。逆に 5 段構造の最下部では、社会課題の核心部分の解決を目指すためにスポ

ーツが関与できない部分になります。ここでは開発課題をスポーツ以外の手段で解決していく

ことになりますね。今、国際的なムーブメントを起こしているのは、その間の中間 3 層の部分。

上から順に、Development 「of sport」「by sport」「 through sport」になります。 

断層の上部に記された「of sport」というのは、スポーツプログラムの開発、或は、スポーツ

の発展に寄与する目的を有しているものの、社会課題を内包している課題解決の領域がここに

あたります。素地がないとそもそもスポーツを社会開発に活用できませんし、スポーツそのも

のの開発によって得られる効果、例えば「オリンピックに出て、国の一体感を得る」という部

分もココに当たります。次に by sport とは、スポーツと開発の中間点に当たりますが、例えば

女性のエンパワーメントですとか、あるいは人材を開発していくところに重きを置いて、スポ

ーツを手段として使っていく領域に当たります。そして最後に through sport では、開発活動に

スポーツを活用する領域になります。HIV エイズを理解してもらうためにスポーツ大会を活用

する、あるいはチャリティマラソンでメッセージを共有し、そこで得た資金を支援金に充てる

領域です。これらの全てを厳密に区別することは出来ない訳ですが、こういったことが考えら

れるだろうという図になっています。 

先程、J-League の村松さんにご紹介いただいた「フロンターレ×算数」は、EduSport と呼称

して、イギリスでも行われています。体を動かしながら算数をやるなど、スポーツの特性と達

成目標のための条件を上手く調和させ、あるいは教育的価値だけでなく他の様々な課題解決に

対して、スポーツを使って何かをしていこうという流れであります。中塚先生も、こうした勉

強会を開こうとしたのは、そうした意図があったのではないかと思っています。 

国内の、スポーツを通した開発（DTS）と、国際のスポーツを通した（IDS）の両方は、実は

類似したものであって対象が違うだけだということをご理解いただければと思います。 
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６．世界のスポーツ国際貢献事業 

 

 

 

国際的には、国連の組織と IOC に所属している IF と呼ばれるスポーツ組織が連携協定を結

んでおりまして、1996 年には、UNHCR という国連難民高等弁務官事務所が連携協定を結んで、

Peace に対してスポーツを使い始めています。諸説ありますが、「1990 年代にベルリンの壁が崩

壊して、様々な流れの中で平和になっていくだろうと考えられていたものの紛争が起き、いろ

いろな課題が解決できない」という流れの中で、「これまでの開発手法には限界がある」と発

想を転換し、1990 年代に、国連機関や国際スポーツ連盟が連携し始めたことが切欠になったと

いえます。 

 

 

スライドでは 3 つの円を示しています。緑の円が多国間援助といって資本をコモンバスケッ

ト方式で運用する多国間枠組みで、ここには国連や IOC などが入ります。赤い部分が二国間支

援といって、例えば日本とカンボジアなど、2 国間で協定を結んで行われる支援のことです。

そして青い部分、これは市民社会組織が担っている活動です。なお、昔は 3 つの円がバラバラ

な支援活動が行われていましたが、その軋轢から生じる溝を埋めようと、地代に歩み寄った結
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果、重なった部分を協働するまでに発展しています。 

また、昔はスポーツだけだった、或は、国際開発だけだった各組織の活動が、これまでの事

例を元に効果を証明し、また、社会変化に呼応して、UNOSDP（国連・開発と平和のためのス

ポーツ事務局）という組織が立ち上がるまでに至っています。その UNOSDP が既存の組織連携

によって個別に行って来た支援活動を取りまとめ、統制を採り始めるようになっています。 

それ以外にも日本では、二国間支援における JICA ボランティア、或は、日本スポーツ振興

センター(JSC)を中心とした『Sports For Tomorrow, SFT』という潮流が生みだされています。ま

た、私の古巣である『認定 NPO Heart Of Gold』という市民社会組織の NGO、NPO も当該領域

で中心的な役割を担っています。 

良くこうした講座を提供すると、「スポーツは、平和な状況下だから機能するのでしょ？」

とか、「紛争状態で緊迫した状況でサッカーなど出来ないし、何か解決できるの？」などと指

摘される方がおられます。確かにその通りです。但し、こんな例があります。 

 

７．スポーツを通じた開発の事例 

 

 紛争や戦争が起きているところには、難民キャンプが発生します。通常は、家族が紛争で危

害を加えられないように難を逃れて移動するわけですが、残念なことに難民キャンプでも、同

じように紛争が起きています。その理由は、身内や知人が他の部族や派閥に被害を受けている

ので、ちょっとしたことで小規模紛争が起きてしまう構造を脱しきることが難しいと考えられ

ています。この課題に対して、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）のあるボランティアが、

サッカーを通してキャンプ地内の紛争を解決したという有名な話があります。A＋B＋D と B＋

C＋D の混交チームがサッカーで対戦することによって紛争状態を段階的に緩和したケースで

す。 

当該領域では伝説的な事業とされています。世界では、紛争あるいは自然災害がおこる。こ

うしたスポーツとはかけ離れている社会課題を含む全ての開発時系列の中でスポーツの活用

が可能であると認められるようになっています。無論、その活用法は全て異なってきますし、

機能しない場合も多く存在します。また、活用方法を誤ると逆効果を発揮しかねないと考えら

れます。 

総合的な目標として、スポーツ貢献事業は、豊かなくらし、或は、多様な社会を目指すこと

にありますが、その国、あるいは日本国内の地域によって、豊かな目標、求めるところが変わ

ってくる。その目標が変わってくると、それを実現するための成果も変わっていきます。更に

いうと、個別の課題が発生し、それを見据えて、個別対応していかないとスポーツは機能しな

いし、開発自体も達成できないということになります。 

 

８．スポーツで出来ること 

 

では、実際にどういった形ですすめるのか!? これは国内の支援活動についても同様ですが、

一番重要なのは、『私』は外部からの介入者です。介入者は部外者であり、そこにずっと生活

するわけではないし、今後それを担っていくわけではない。国籍を採るなど、現地の立場にな

れば話は異なりますが、基本的に外部からの使者が実際の行動を起こしてはいけないと考えて

います。つまり、支援者である『私』は、いつ、どこで、誰が、何を、どのように、どうした

から課題が生じているのかを現場の皆で話をする中で現地の方々では近すぎて見えない暗黙
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知、或は、第三者の方が調整しやすいファシリテーターや助言者としての役割を担うことにな

ります。 

スポーツ貢献＝ダイバーシティの実現に向けては、みんなが共通理解をはかっていかないと、

何も達成できないとさえ表現できるでしょう。共通理解を達成したらそれで全てがうまくいく

というと…そういう訳ではありません。但し、共同作業を通じて何かを達成していくことでそ

の課題に対してアプローチしていくことができるのではないかと感じています。 

まずはスポーツの価値をみんなで共有、あるいは地域の課題に対してみんなで共有していく。

その流れの中で、もしスポーツにできることがあれば、どういうところがあるのか？というの

を一緒に考えていくことによって、達成できることが見えてくるだろう…と考えて活動を行っ

てきました。その為、私はいつも、時間はかかりますが、入ったらできるだけ多くの関係者（steak 

holder）と一緒に話をして、今どんな問題がありますか？では、このたくさんある問題の中か

ら順位をつけて、どれか一個ずつ達成していきましょう…というように、現場の人々に決定し

ていただくようにしています。この課題に対しては、どういう具体的な問題がありますか？な

どと、次第にミクロな視点で個別が抱く課題をどんどん探していくように調整しています。 

 

９．開発支援の時間軸 

 

開発事業を時系列でみてみると、何か問題が起きると 1．緊急援助が始まり、2．復興支援、

3．開発援助へと続き、最終的に 4．卒業期を迎え、その後、5．独自で運営されることになり

ます。これは紛争のみならず、地震や干ばつなどが起こる時にも同様ですが、サイクルみたい

なものが形成されています。日本国内の問題、中山間地域の問題等がありますが、それは、緊

急援助のところを抜いて、2．3．4．で循環されます。では、各段階の具体例を見ていきまし

ょう。始めの緊急援助の場合は、みんなで一緒に考えましょうという余裕はないので、そこに

必要なものを提供することが主目的になります。ただし、復興援助に入っていくと、3．を念

頭に入れて、現地に根差す形を目指していかなければならないので、そこにあるものを掘り返

して、みんなで考えていくようにします。更に復興が進むと初期、中期、後期の開発期に突入

します。その際、4．を見据えて持続的な方向性を考えていくために、今、達成できることで

はなくて、将来を見据えた建設的な支援が求められます。そして卒業期に入ると、独自運営す

るための安定的な支援国との互恵関係を築いていくことになります。 
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1 つの事業の目的を達成しようとすると大体 2 年ベース（1 フェーズ）という小サイクルで

事業を計画、実行、評価、調整することになります。これを 5 フェーズ（10 年）続けると、当

初の課題は達成されたものの、新たな問題が発生したり、課題解決の仕組み自体が機能しなく

なったりします。卒業期以降の被支援国・地域では、自身で、もう一度、計画を見直して、大

サークルで計画、実行、評価、調整する必要が出てきます。この小事業サークルと大フェーズ・

サークルの PDCA によって、持続性、効率性、機能性などを現場が継承していくことを理想と

しています。 

 

１０．体育支援の国際的潮流 

 

多国間援助、二国間援助、草の根援助、民間援助などの全ての支援では、以上のような各地

の開発時系列に応じた支援を行う訳ですが、感染症なども含めて、世界を面で捉えると時代に

応じた中心課題を全世界的に解決していく必要もあります。それぞれが思い思いに支援を行っ

ても点と点がつながらず、小規模事業の成功で終わることが少なくないからだと考えられます。

そういう意味で、国連開発の 10 年（指針）や国際決議などは、国際開発支援で非常に重要な
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役割を担いっています。 

体育支援では、UNESCO が「先進国の体育だけではなく途上国の体育も考えていきましょう」

と産業開発途上諸国に対して、初めて体育・スポーツに関してコミットした 1976 年の第 1 回 国

際体育スポーツ担当大臣等国際会議（MINEPS）が大きな役割を担っています。体育は、人格

形成や健康の維持増進に関する知識や技術、あるいは他の教育目標を達成するために、スポー

ツを通じて人材育成を行った、いわゆる IDS の古典的な手法であると感じています。MINEPS I

で「国際体育スポーツ憲章」が打ち出された後も、10 年に 1 度のペースで見直しが進み、昨今

では「体育の質改善」に関する宣言および提言書が発行されています。 

 

１１．多国間援助におけるスポーツ貢献の潮流 

 

 

 

続いて IOC による「スポーツ貢献事業」はオリンピック・レガシーと命名され、1992 年にバ

ルセロナオリンピック大会を使って社会課題の克服する流れが形成されています。IOC による

公式文章として明示されたのは、つい最近ですが、実際にはこの段階から IOC がスポーツを通

じて社会の課題を解決しようと活用し始めていました。これを大会レガシーの具体策として取

り上げたのは、シドニーオリンピックで、大会の恩恵を国内や周辺国に提供する国内外に対す

る Out-reach Program プログラムを実施しています。国内に対しては、アボリジニの文化的側面

を考慮して、その大会を機に国内の同じオーストラリア人であるという誇りと共通性をみんな

で理解していくプログラムを提供し、国債に対しては、オセアニアは一つの地域であり、みん

なで一緒に発展していきましょうということオセアニア地域のスポーツ支援をはじめとした

社会課題解決プログラムを提供しています。 
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 その後、ロンドンオリンピックでは、組織委員会の公式プログラムとして、世界で初めて

オリンピック大会を社会貢献のために活用することが、2012 年に明示されています。そして

2020 年の東京大会にむけて日本政府は、スポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）を明示して担

っていくことになっています。 

 

１２．二国間援助におけるスポーツ貢献の潮流 

 

 

 

 具体的には、ノルウェー、カナダ、スイス、イギリス、オランダの 5 か国が牽引し、ドイツ、

オーストラリア、日本、韓国、アメリカがこれに追従し、多くの事業を実施しています。更に、

国が公式な外交チャンネルとして IDS を実施していくとなると法的根拠や財政確保のために法

改正が必要とされ、外務省がやるべきことなのか？あるいはスポーツをつかさどる省庁がやる

べきなのかという政策一貫性の課題が出てきます。国際協力ということになると、どちらかと

いうと外務省がどの国でもそれを担っていきます。スポーツが関与・介入していくことで、ち

ぐはぐな状況を生まないために、牽引諸国の一部では、共同政策合意、或は、住み分けが促進
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され始めていて、競合できる法律を設置する国もでてきているという状況にあります。日本の

場合は、外務省系と文科省系が両翼によって事業が開始され始めている状況にあります。今後、

スポーツ寄りの活動、開発寄りの活動、現地の持続性や自助努力を促進する活動、横断的な IDS

を執り行う活動など、一貫した活動を進めていく必要があります。 

 

１３．民間組織におけるスポーツ貢献の潮流 

 

 当該領域の活動は、NGO や社会貢献型企業、或は、スポーツ経験者や愛好家たち、元/ 現役

プロ選手たちが「スポーツを使って何か社会に貢献できないか？」という発想に基づいて行わ

れた行動に起因しています。つまり、一般の人々が組織化して社会を変る行動を起こしている

と言えます。先ほど村松さんから紹介いただいた「スポーツ鬼ごっこ」もそうですし、「スポ

ーツゴミ拾い」など、様々な活動が国内的にも増えている状況にあります。支援活動といって

も実際の活動のみならず、世界では面白いことイノベーションが起っています。 

ゲーム型スポーツに欠かせない「ボール」の変革という視点では、実質的にスポーツを行う

際のボールが現地にない。高い。特に、熱帯雨林地域では、表面が溶けたり、使っているとパ

ンクしたり、長持ちしない。そこで、壊れないボールを作ってしまおうということで、One World 

Play Projectという組織がOne World Futbolという壊れないボールを作ってしまいました。是非、

ホームページでご覧ください。YouTube では、実験として、ボールをナイフで刺したり、車で

轢いたり、いろんなことをした動画を配信していますが、これがつぶれません。みなさんも購

入できるので、是非買っていただきたいと思うのですが、みなさんが買うと現地に一個現地に

提供される仕組みを採っています。ボールの形態と同じく、仕組みも面白いと思います。さら

に、私が随分以前から検討していたのに、先を越されて悔しい商品があるのですが、ハーバー

ドの学生が作った Soccket という商品が販売されています。ボールを蹴って電気を起こす革新

的な発明です。皆さんは生活して、或はスポーツをしてエネルギーを使っているのに、そのエ

ネルギーは運動エネルギーにのみ使用され、どこかにいってしまっています。最近では

Emergency Break という仕組みが開発され、ブレーキをかけると電気に変換されるなど、エネル

ギーが上手く、電気に変換されていますけど、人間の生み出した運動エネルギーを電気に変え

る小規模電力発電をサッカーボールで実現した…という事業です。さらに進むと、地雷を壊す

ボールということで、これはまだ完全に出来上がったわけではなく発展段階にあるプロジェク

トですが、動力を使わずに風を使い、ボールが転がること、地雷を爆発させるというものです。

安価な価格で、すぐに制作できる地雷除去作業のためのボール開発です。最後は、少しスポー

ツとかけ離れてしまいましたが、ボール 1 つを検討するだけでも様々な社会課題の改善の方法

があるということをご理解いただけたと思います。 

 

１４．日本のスポーツ国内貢献の可能性 

 

そろそろ時間ですので、最後にもう一度、話を「スポーツ貢献」に引き戻しつつ、日本国内

の公共と民間の狭間にある NPO や第 3 セクターの役割について話して以降と思います。これま

での時間では、学校体育が古典的な IDS、或は、ボール開発やチャリティー支援を通じた民間

ベースの IDS の形をご紹介させていただきましたが、公共の学校体育が難しい産業開発の途上

諸国・地域で起きている IDS による支援は、社会教育ベースの社会体育であると私は考えてい

ます。いわゆる日本の社会体育ではなく、社会のために貢献する社会における体育。つまり、
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スポーツを使っていろんな取り組みを改善していく社会体育の流れが進んでいると感じてい

ます。 

各地域社会では、公共⇒半官半民⇒民間の三者が社会事業を取り扱い、時代や地域の状況に合

わせて、各担当領域の割合が変動していくと考えています。日本のスポーツ界では、①政府や

地方自治の体育スポーツ、②スポーツ連盟やスポーツ企業によるスポーツクラブ、そして、そ

の間を担う地域総合型スポーツクラブなどがあります。この三者が上手く、それぞれの役割を

担って社会に貢献する運営形態を採れると社会におけるスポーツの役割は重大であると感じ

ています。 

地域総合型スポーツクラブとは、多世代、多種目、多志向のスポーツを提供することでスポ

ーツを核とした豊かな地域コミュニティの創造を目指すベースを形成することにあります。但

し、残念なことに地域総合型スポーツクラブで成功しているケースをあまり耳にしたことがあ

りません。是非、皆さん探して頂いて、良い事例があったら教えて頂ければと思います。おお

よそ、組織運営に関する技術的な課題に執着し、豊かな地域コミュニティを形成するために「ス

ポーツに何ができるのか？」が深く検討されていないからだと感じています。 

 

１５．日本のスポーツ国際貢献の可能性 

 

 最後、日本が国際社会に対してスポーツを通じて何を達成できるのかを検討していきたいと

思います。現在、先程、ご紹介したように、Sport For Tomorrow（SFT）という国際開発支援の

チャンネルが政府によって用意されています。オリンピック大会の開催地である日本及び東京

に限らず、その影響やレガシーを周辺地域や他国にも共有する貢献活動を行うために、三本の

矢が用意されています。 

 

 

 

 一本目の矢は、スポーツを通じた国際協力及び交流。そして、二本目の矢がオリンピック教

育や国際スポーツ人材育成。そして、三本目のスポーツ高貴性を実現するという国際的潮流を

踏まえた貢献活動です。これは、先程紹介した MINEPS や国際会議の宣言などを見据えて計画

されています。 
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 一本目のスポーツ国際貢献事業では、IDS の国内外の活動を促進し、スポーツの社会に対す

る価値を高める活動を推進します。また、二本目の矢では、大学に専門のスポーツ人材を育成

する研究科を立ち上げて、オリンピズムの推進を念頭に置いた教育プログラムを提供します。

そして、三本目の矢では、日本がアジアの国々とスポーツ高貴性に関する課題解決に取り組む

流れです。 

 

１６．まとめ ～スポーツの価値と可能性～ 

 

 今回はスポーツを通じた開発の話させていただきました。皆さんもお気づきかと思いますが、

今、世界では、スポーツを普及するという視点だけにとらわれず、社会におけるスポーツの価

値や可能性を国際社会や国内の地域社会で検討し、行動に起こす時期に来ているのだと思いま

す。東京 1964 大会では、生活の充実を図る健康をキーワードに豊かな社会を求めるスポーツ

の価値を見出しました。今後は、是非、みなさんのアイデア、ここにいらっしゃるだけ数のア

イデアがあると思いますので、それを実現し、現代のスポーツの価値を模索・検討・実施し、

新たな価値を生み出すことで Byond 2020（Olympic Legacy）を達成して行っていただければと

思います。懇親会の時にでもいろいろ教えていただきたいと思います。それでは私からは以上

です。 
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Ⅲ．スポーツのネットワークを活用した 

  ネパール大地震復興支援活動 

小林 洋平 （NPO法人ネパール野球ラリグラスの会） 

  

１．自己紹介 

 

司会： 山口さん本当にどうもありがとうございました。こちらもご質問等ありましたら、ま

た、パネルディスカッションの時にでもお願いできればと思っております。次の演者の方は、

小林洋平さんです。NPO 法人ネパール野球ラリグラスの会理事長でございます。スポーツのネ

ットワークを活用したネパール大地震復興支援活動についてお話をいただきます。小林さんは

大学の海外研修で初めてネパールを訪れ、現地で野球交流を行ったことをきっかけに、ネパー

ル野球ラリグラスの会を設立。それ以来、ネパールでの野球普及活動、野球を通した青少年の

交流活動を行っています。近年では、ネパール野球チームの国際大会への出場、国際野球連盟

の加盟、ネパール人の日本球界への支援等を行っています。その中、今年 4 月 25 日にネパール

で M7.8 の大規模地震が発生。現在は、ネパールで再び野球大会を開催することを目指して復

興支援活動を実施されています。それでは小林さん、宜しくお願い致します。 

 

小林： みなさん、こんにちは。ご紹介いただきました、「NPO 法人ネパール野球ラリグラス

の会」の小林と申します。今日は、よろしくお願い致します。どうしてネパールの野球の話な

のかと思われる方もいらっしゃるかと思いますが、今回、地震などいろいろありましたので、

この時間をいただいて、ご紹介させていただきます。 

 

 

２．ネパール野球ラリグラスの会 
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  今もご紹介いただいた通りですが、16 年前からネパールで野球普及活動という形でさせてい

ただいておりまして、これはたまたま始まったプログラムでもあります。ネパールでは、今も

カースト制度という身分制度が根強く残っておりまして、貧富の差も激しいですが、たまたま

大学生がネパールに行ったときに、友達同士でキャッチボールをしていたら、すごい人だかり

ができて、長蛇の列ができて、そこから野球がネパールに知られていないことが分かりました。

ネパールに知られていない野球を通して交流することが、将来的に何か明るい社会につながり、

スポーツが何かの課題を解決する手段になればいいかなという思いも込めて、野球をネパール

に広めてみたいという流れになっていますが、野球はこの中でもされた方がいらっしゃると思

いますが、野球はチームワークの精神というか、そういう部分がすごく入っているスポーツに

なります。例えば、ピッチャーが投げてバッターが打ってファーストに投げて、ライトがカバ

ーをするといった、プレーの中で相手を思いやるという部分もありますし、打席の多い、少な

いはあるかと思いますが、チャンスでヒットを打ったら誰でもがヒーローになれるというのは、

野球にしかない魅力だと思います。他のスポーツだったらカーストが邪魔をしてパスがもらえ

ないということがもしかしたらあり得る、ということも考えられましたし、日本の文化の一つ

の野球を広めてみるのも面白いのかなというのが始まりです。簡単な動画があるので、ご覧に

なってください。今やっている活動が含まれています。 

  

 

（ビデオ上映） 

 

 ありがとうございました。今見ていただいた通りですが、活動を 16 年やっておりまして、ず

っと継続していくうちに自然に様々なつながりができてきたというところではあります。会の

理念としては、「協働」というものを掲げておりまして、一方的な支援ではなく、先ほど山口先

生のお話もありましたが、一緒に考えてやっていくというところに意味を持たせております。

もう 16 年前には日本にはネパール人が 3,000 人ぐらい住んでおりましたが、今では東京に 1 万

人以上、40,000 人くらいのネパール人が日本にも住んでいます。そういう日本在住のネパール

人とも協力をしながら活動を進めております。プロ野球選手や国際大会で良い成績を残すとか

に力を入れている団体ではなく、あくまで野球から広がる笑顔の輪を広げていくという活動を
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しています。 

 

 

 

 

 

３．震災復興のために果たす役割 

 

 

 

時間の都合上、急に話は変わりますが、地震の話に変わりたいと思います。4 月 25 日、この

間の報道の通りですが、ネパールで大地震がありました。私たちの会も含めて、ネパール野球

の一番の課題は、現地にグラウンドが無い、子供たちが安心して遊べる場所が無いということ

です。山岳地帯ということも影響しているかもしれませんが、本当に場所が無いです。その中

で、今野球をやっているところも、野球場には遠く及ばないサイズで、本当にすごく小さな空

間の中でやっていますが、その敷地にも牛とか人も歩いていますし、本当に狭いところでやっ

ています。最近、NPB エンタープライズ・侍 JAPAN さんとも連携させていただいておりまし
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て、4 月からネパール野球のコラムを書かせてもらっています。最終的には日本の野球ファン

も巻き込んで、ネパールに一つ、野球場でなくても良いですが、子供たちが安心して遊べる場

所、多目的グラウンドを作りたいと関係者の皆様で話しておりました。その後、すぐにネパー

ル大地震がありました現地は 8,000 人以上の方が亡くなっていて、私たちが野球活動をしてい

たバクタブルというところも大きな被害が起きています。その様子も、本当は話した方がいい

ですけれど、NHK さんが TV で放映してくださったのでその動画を使わせていただきます。こ

ちらもご覧ください。 

 

 

（ビデオ上映） 

 

 ありがとうございます。4 月 25 日に地震が発生しまして、翌 4 月 26 日から本来ならば私た

ちの会から野球指導員を現地に派遣する予定でした。これはネパール野球連盟とネパールオリ

ンピック委員会から要請があり指導員を送る準備を進めておりました。前日は派遣するメンバ

ーの壮行会と、派遣中無事でありますようにということで神社にお参りに行きました。その直

後に地震の連絡がありまして、当然、状況もつかめないくらい、ネパールとも連絡が取れなく

なりました当然派遣は見合わせるという形になりました。地震発生から 3 日間くらいはネパー

ルと全然連絡が取れなくて、その 3 日間で、電話が 600 件くらいかかってきました。ネパール

と連絡が取れてから、「あれを送ってほしい」「これを送ってほしい」と、日ごとにリクエスト

が変わってきました。現地で足りていないのは、雨風をしのぐテントです。テントといっても

日本のブルーシートで全然結構です。グラウンドから１分くらいのところも全壊していますの

で、家が無くて本当に困っていると。雨ざらしの状態で今もいるということでした。ブルーシ

ートも持ってきましたが、全然役に立たないくらいの量でした。今は、現地はこういう状況だ

ということをあちこちで話させてもらっています。現在雨期に入っていまして、更に被害が拡

大しています。日本の中で報道が無くなってしまいましたが、現地では実際 3,500 くらいの学

校がつぶれています。青空教室など授業は続けていますが、現在雨期に入っているので、当然

外でやっていますし、みんな濡れています。教科書とかノートとかもありませんし、すごく大

変な状況になっています。それで、私たちとしても、義援金を集め、物を揃えるという形のこ

とをしております。これからも継続して続けていきたいと思っています。 
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４．日本野球とのつながり 

 

 スポーツを通したネットワークという意味では、楽天ゴールデンイーグルスさんとは何年か

前から協力いただいておりまして、去年はネパールの子供たちを日本に招待したときに野球教

室を仙台の方でやっていただきました。本当にいろいろな形で協力をしていただいております。

今回も地震発生 3 日後くらいに球団のほうから連絡がありまして、1 軍の試合のときに募金活

動をしたいので、許可だけほしいということを伝えられました。その翌日、翌々日くらいで、3

日間コボスタ宮城のほうで、試合終了後、監督、コーチ、選手、球団職員が全員外に出て募金

活動をしてくださいました。ネパールのためにすごく協力をしていただいて本当に感謝してお

ります。 

 

４．まとめ ～これからの活動について～ 

 

 12 月に復興支援野球大会というのをバクタブルで開催します。復興野球支援大会といっても

日本の野球大会を想像してもらっては困りますが、子どもたちの笑顔を取り戻すための大会だ

と思っていただければと思います。これには日本の学生ともたくさん一緒に行ければと思いま

す。子どもたちはキャッチボールをするだけでも喜んでくれます。もし興味がありましたら、

是非ご協力いただければと思いますのでよろしくお願い致します。映像ばかり使ってしまいま

したが、これで以上になります。ありがとうございました。 
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Ⅳ．ディスカッション 

佐藤：ご紹介あずかりました。スキンプロジェクトコト、佐藤と申します。後ろにある展示ですが、

去年、横浜のベイクウォーターという場所で、絵葉書のほうを渡したと思いますが、そこでス

キンプロジェクトというテーマで展示をしまして、スキンプロジェクトってなんなの？という

と、こちらの写真にあるトロフィーですが、中塚先生がビオリーグというリーグの初代チェア

マンということで、この時に作ったトロフィーですが、６０ｃｍの靴で、全部いらなくなった

サッカーシューズを使っておりまして、それを昔のデザインの、昔のサッカーというものが普

及された時のデザインということで調べて、デザインに落とし込んだトロフィーが現存して、

ビオリーグというリーグで使われております。その物語が始まってからのお話がありまして、

いろいろありますが、コインケースや、いらなくなったサッカーシューズのソールでサンダル

にするといった、そういうリサイクル的な要素を含めた活動もやっていまして、その展示等を

含めまして、横浜ということで、前から話がありましたが、筑波大学の前身である東京高等師

範学校と YCAC という、横浜にあるクラブハウスがありますが、そこで 1904 年、明治 37 年、

2 月 6 日に国際試合が行われたと。日本代表として、試合を横浜のクラブハウスとやったとい

うことで、それが実は毎年 2 月の前半の日曜日に毎回試合が行われていますが、その試合の時

に、復刻した、つまり昔の当時の格好で、なおかつ昔のボールで、昔の靴で試合ができないか

という話があり、それを再現したいという試みで、今回、いろいろとつくりました。その時の

パイオニアが今村徳之助さんというかたで、そのかたのリスペクトも含め、サッカー普及とい

うか、サッカーが普及されたのはその人がいたからこそということもあって、その歴史を振り

返りながら、今に遊べるような、仕組みをできないかなということで、そのプロジェクトを進

めているところです。後ろにあるのが、その再現させてもらっている靴です。ということで、

展示の紹介でした。 

司会：ありがとうございました。 

佐藤：すみません、あと、個人的な宣伝ですが、実は靴というのは皮を使っているので、屠畜という

言葉を大体の方は聞いたことがあるかと思いますが、家畜を殺して、お肉を食べているという

ことですけど、そういうことがあまり深く知られていないというか、お肉がどういう風にスー

パーにきているのかということをあまり知られてないので、それを僕も知りたいなというか、

そういうのを見たいということもあって、芝浦ハウスという、最近コミュニティスペースみた

いな場所ができていて、そこで僕が「屠畜って」というプログラムでいろいろやらせてもらっ

ていますが、実はその芝浦というところに日本最大の屠畜場があり、そこでさばかれたものが

大体みなさんが口にしているお肉だと思っていただければいいですが、そういうものがありま

す。そこで、この右下にあるこの豚のお人形を作ろうと思っていて、そういうものにワークシ

ョップとして関わっていろんな子どもたちと一緒に作っていたいなということで、チラシを挟

ませてもらいました。自分の宣伝でした。 

司会：ありがとうございました。是非興味あるかたは、参加していただければと思います。それでは、

時間にも限りがありますので、さっそくパネルディスカッションに移らせていただきたいと思

います。先ほど事例発表をしていただきました、村松さん、山口さん、小林さんに、パネリス

トとしてご登壇いただきます。進行は NPO 法人サロン 2002 の理事で、現在、日本スポーツ振

興センターで 2020 年東京オリンピックパラリンピックを契機とした、スポーツ分野での国際

貢献事業、Sport for tomorrow の事業を担っている岸卓巨が担当致します。よろしくお願い致

します。 
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岸：ありがとうございます。現在、私も 3 名のかたのお話を伺いまして、今回「スポーツでゆたかな

暮らしを」というタイトルをかかげさせてもらいましたが、そもそも豊かな暮らしって人によっ

て違うな、ということを村松さんのお話を伺いながら感じた部分です。1 人 1 人違う中で、豊か

さという定義も変わってきましたし、それを阻害する要因も様々なものがあると。山口先生のお

話からは、その阻害要因を見つけて、何が解決の手段であるかというところを考えるところから、

開発途上国での活動はスタートしているということを学ばせていただきました。やはり、スポー

ツがその阻害要因を排除する手段にもなりますし、スポーツというものがいろいろな活動ですと

か、いろいろな組織をつなぐ媒介になるということを改めて感じました。小林さんからのお話で

も、今まで野球を通して培ってきたつながりが生きてきているということで、3 名のかたのお話

が、角度が違ってもつながってくるお話であるということを思いました。ではまず始めに、3 名

の方に、他のお二人のお話を伺ってどのようなことを感じたのか、ということをお話しいただい

てもよろしいでしょうか。 

山口：フロアの方からのお話があると思うので、短めにお話すると、やっぱり、想像していたことは

事実だったということを確認できました。想像していたということは、国際でおきていること

と国内でおきていること、あるいは、始めはスポーツの支援で入ったところから、入口はそこ

だったけど、実際の活動に一歩踏み入れていくところが多かったということ、あるいは切り口

によって違うし、さらにはスポーツの特性みたいなところ、特にネパールのお話でありました

が、スポーツの特性というところがしっかりと生かされている、考えられているということを、

興味深くお話をきかせていただきました。 

村松：私もまさに先ほど岸さんがおっしゃったように、角度は違いますが、やはりスポーツの力や可

能性を、お二人のお話から感じました。それぞれに、じっくりとお話を伺いたいという気持ち

です。 

小林：私も、お話を聞いて、山口先生が、協働でやっているということの大切さ、僕たちも「協働」

というスタンスでやっていますので、相手の文化を認めるところから始めるとか、そういう思

いでやってきたので、背中を押された形になりました。Ｊリーグのお話の中では、やっぱりＪ

リーグは、サッカー界は、進んでいるなという思いです。野球界も見習わなといけないと思い

ました。  

岸：ありがとうございます。山口先生からお話がありましたが、今日は様々なかたに来ていただいて

おりまして、是非、いろいろな方から、ご意見、ご質問をしていただければと思います。ではま

ず、質問等ありましたら、挙手をお願い致します。 

川戸：失礼致します。筑波大学大学院の川戸と申します。村松先生のお話の中で、質問が一点ありま

す。スポーツのダイバーシティということで、配布されたレジュメの後半のところですが、誰

もが楽しめる新スポーツ、楽しくダイバーシティ社会の実現というスライドのところで、体育

の影響もあって、スポーツがずっと苦手な人がいると思いますが、スポーツ弱者という言葉も

使われていましたが、先生が考える、体育の影響というのは、スポーツ弱者による体育の影響、

あるいは実際にスポーツ弱者と呼ばれた人が聞いた感想でもよろしいですが、どういう体育が

スポーツ弱者を育てるのか、ということをお聞きしたいと思います。よろしくお願い致します。 

村松：はい、ありがとうございます。実は、私もどちらかというと運動が得意な方でした。先日も、

運動嫌いの方にお話を伺ったら、走ることが苦手、泳ぐことが苦手、跳び箱が飛べなかったな

ど、何か体育授業の中で苦手意識を作ってしまったようなのです。小中学校で体育が苦手だっ

た、成績が２だったという人は、大人になってもスポーツには手を出しません。実はそういう

方が、このゆるスポーツを考えたのです。おっしゃっていたのは、スポーツの苦手意識とコン
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プレックス。どうしてかというと、小さい時に、大体スポーツができる人がモテていて、自分

は学級新聞を作るのが好きだったが、「〇○くん、そんなのいらないんじゃない？」と言われ

て傷ついたそうです。だから自分は違う方向でがんばろうと思ってスポーツに関わらなかった

が、なんとなくコンプレックスとして残っていた。なので、フットサルをやってみたいけど無

理だろうとか、これも無理だろうとか。でも、バブルサッカーをやってみたら、初めて身体を

動かす楽しさが分かって、じゃあ違うことにもチャレンジしてみようという気持ちになった。

こういうことがあるので、子供でも大人でも、誰もが楽しくスポーツができる機会を作るのは

とても大事だと思います。やはり、スポーツが得意な人だけで「スポーツ振興」を考えていて

はだめですね。出来なかった人たちの「勝ち負けに関係ないスポーツ作っちゃえ」という発想

が、新しいスポーツジャンルを広げ、スポーツ人口が増えるのではないかと期待しています。

それがまさにダイバーシティかなと思っています。 

山口：私、何かファシリテーターにつながりました。自分がやってはいけない。 

岸：ありがとうございます。何かこの点について補足とかありますでしょうか。 

山口：さっき言っていたファシリテーターとはそういうことで、結局、知らない私たちが現場にいっ

ても知らないわけです。問題は知らない人が持っているのです。問題意識は現実を知っている

ので。知っている人たちが作るのではなくて、その人たちを支援するというところが重要なの

かなと思います。批判的な意見をありがとうございます。みなさん是非批判的な意見をくださ

い。 

岸：はい、ありがとうございます。他なにかありますでしょうか。 

では、今のお話の流れで、平峯さん。鬼ごっこ教会。今回のプレゼンテーションのお話の中でも

でてきましたが、いろいろなかたが楽しめるスポーツというところで活動をしていると思います

ので、是非ご意見いただけたらと思います。 

平峯：今日は貴重なお話ありがとうございました。鬼ごっこ教会の平峯と申します。よろしくお願い

致します。今日はありがとうございました。意見というか、僕たちが考えていることをそうい

ったものを意見としてお伝えできればと思いましたが、僕たちがやっているスポーツ鬼ごっこ

という新しいスポーツの競技ですけれども、僕たちが掲げているのが、ある種、遊びではあり

ますが、スポーツと遊びの間のところみたいなところを作っているところで、そういったこと

をやる時に、先ほどの競争意識とか、あとは勝ち負けとか、苦手とか、得意とかいろいろある

とは思いますが、そういったものをある意味、直接的にその子にそのことを伝えるというか、

強気ではありますが、コンプレックスを持っている人にもそのコンプレックスを認識してもら

うことも大事だと思っているので、きちんと勝ち負けはつきますが、そのルールの中には、チ

ャレンジできる要素があるとか、なにかそういったものを考えて作っている競技なので、今の

日本って結構、僕が見た感じだと、ゆるスポーツも良いと思いますが、若干ゆるすぎるところ

が国内にもあるのかなと思っていて、僕たちの協会の名前も若干ゆるい感じも受けるのですが、

やっている本人たちは、ある意味、体育会系的なところもうまく内包しながら、そういったこ

とを伝えていくのをすごく大事にしているというところがありまして、そういうことを踏まえ

てみなさまからご意見等いただければと思いました。よろしくお願い致します。 

岸：ありがとうございました。 

村松：スポーツ鬼ごっこを実際にやったことがある方はいらっしゃいますか？ 

では、感想をお願いします。 

岡川：大学 4 年の岡川と申します。本日はどうもありがとうございました。実は、スポーツ鬼ごっこ

をするきっかけというのも、先輩が、スポーツ鬼ごっこを広めようという先輩がいて、それを、
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僕が連れていかれたというか。でも、スポーツ鬼ごっこというものに初めて触れて、鬼ごっこ

も自分たちも子供のころからやってきたっていう簡単にできるようなものがスポーツになる

という、改めてスポーツというのは遊びの延長なのかなというのをすごく感じて、やはりスポ

ーツというのは勝ち負けにこだわることも大切ですけれども、楽しむという面は忘れてはいけ

ないものなのかなということをすごく感想として持ちました。 

岸：はい、ありがとうございました。 

平峯：もう一点だけよろしいでしょうか？スポーツ鬼ごっこはもう普及してきて、スポーツ鬼ごっこ

でさえも、競技をすごい真剣にやっている人の中には、競技性、ルールに厳密になり、勝ち負

けの判定についてすごく言ってくるとか、というのが生まれてきていて、やはりうちみたいな

協会であっても、ある種、楽しむという気持ちがなくなってはいないけれど、それがあまり表

には見えなくなりつつあるという側面も、プレイヤーのかたの中に生まれてきて、そうじゃな

い方もいっぱいいらっしゃいますが、その中で先ほど小林さんとお話をしていましたが、野球

が一番そうなのかなと思っていて、先ほどの映像も見ていて、ネパールは、三丁目の夕日では

ないですけど、あのような世界観の中で、本当に何もない中で野球を楽しんでいるという姿に

感動して、結構泣きそうになりましたが、そういった姿がネパールにまだ残っているというこ

とにすごく感動しましたが、日本の野球の現状というのは指導者の問題ですとか、現場と協会

の差という問題があると思いますが、スポーツ本来の意味というのは楽しむということが一番

あるのかなっていうのが、聞いていて思いました。 

小林：ありがとうございます。今の野球の話になりますと、先ほどお話したかは分かりませんが、ネ

パールには野球をする場所が無く、課題になっているということをお話させてもらいましたが、

日本でも同じようなことが起きていまして、公園に行ってもキャッチボール禁止、ボール遊び

禁止といった、楽しむ場所もどんどん少なくなってきています。プロ野球選手でも最近、中学

校に入ってから野球部に入って野球をスタートさせたといったトレーニングの一環としての野

球をスタートさせたという人も出てきていまして、そういうこともこれからどんどん増えてい

くのかなと思います。根本的に小さい時に野球が楽しかったから今も野球をやっている、とい

う人はどんどん減ってきていて、野球の人気もどんどん落ちていくような状況におかれている

のかなと。世界にも野球人口 3500 万人くらいと言われていますが、そのうちの 850 万人くらい

が日本です。本当に世界のごくわずかのエリアでしか野球がされていません。今回、東京オリ

ンピック競技に復活といった話で盛り上がっていますが、その先はどうなるのかというところ

も含めて、今すごく重要な時期になってきていると思います。岸：せっかくなので、フィジー

で野球の普及活動をされている持田さんからもご意見をいただけたらと思います。 

岸：せっかくなので、フィジーで野球の普及活動をされている持田さんからもご意見をいただけたら

と思います。 

持田：本日は貴重な講演をありがとうございました。私、フィジーの野球協会に所属していまして、

野球の普及をやっております。まず、ネパールのお話。同じような道を歩んできて、将来的に

ネパールと練習試合とかをやりたいと思っていますが、新しいトピックの地震はものすごく大

きいものだと思いまして、今後の方向性にもすごい影響が出るかなと思いまして、例えば今日

は 1 日いろいろな話を聞いて、すごく勉強になりましたが、このことがすごく気になりました。

ネパールの野球は今後どのような展開にしていくのかと同時に、災害というキーワードができ

たことが新しい道にシフトチェンジいく。フィジーも何かこういうモーメンタム的なものが、

ほしいというのは語弊がありますが、今後これから大きな展開になっていって、ネパールも改

めて追いかけていきたいなと思っています。ありがとうございます。 
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小林：ありがとうございます。持田さんとは２年前の国際野球連盟の総会の時にお会いした時からの

つながりですが、今回、ネパールで地震が起きまして、もともと地震が起きる前は、、とにかく

子供たちの遊べる場所を１つ作りたいと。多目的グラウンドを１つ作ることで、日本のチーム

をネパールに招待して、国際試合ですとか、親善試合といったことも企画できます。多目的グ

ラウンドを１つ作りたいということは今も変わっていません。私たちが一方的な支援をしてい

くというのは、ずっと支援できるわけでもないので、現地の人たちが野球という競技を広げて

いきたいという思いが無いことには現地に根付かないと思いますので、現地の野球指導員を育

成することを考えています。実例を上げますと、メジャーリーグのアカデミーが中国にありま

すが、地震発生後に、バクタブル・ベースボール・クラブという被害が大きかったところから

コーチ２人を中国の方に２週間派遣しまして、技術を学ぶというより、指導方法を学ぶという

機会を作りました。今回地震があったので、ちょっとやめたほうがいいのではないかというこ

とがありましたが、２人に確認したところ、今後のネパールのためにも、将来のネパール野球

発展のためにも行きたいということを強くお願いをされたので、６月１日から１５日間、中国

の常州というところで指導を受けてきました。今、彼らはネパールに帰ってきていますが、野

球がされていないエリアにも入って行って、実際に野球という競技のプレゼンテーションとい

った普及活動をしているというところです。現地の指導員を育成することの他には、とにかく

今は地震がありましたので、ネパールは結構いろいろなＮＰＯが日本からネパールに行ってお

ります。医療関係、教育関係、学校建設といった、そういうネパールと関係するＮＰＯとも連

携をとっていて、今これだけの学校がつぶれていて、これだけのテントが欲しいとか、仮設の

学校を作りたいとか、本当にそれは現地で困っているので、本当に必要なところに必要なもの

を届けるという活動を続けていきたいと思っております。とにかく復興には 10 年から 20 年か

かると言われていますので、長期的な支援が必要だと思います。、 

山口：このまましっくりこないという人がもしかしたらいるかも知れないと感じているし、元々、ひ

っくり返すのが好きいたずらっ子なので、パネラーからパネラーのみなさんに批判的な質問を

したいと思います。まずは、スポーツってなければならないこと？たぶん今後その質問の先に

あると思いますが、スポーツから離れて、学校を作るという方向にいってもいいのではないか、

というところが 1 つ。2 つ目。どうして野球だったのか。野球ではないといけないのか。遊び

ではだめなのか。といったところで、みなさんが思っている問題意識、可能性と見解といった

ものを教えていただければと思います。  

小林：まずは２つ目の方。野球ではないといけないのか野球でないとだめだということもありません

し、どのスポーツをするにしてもまずは遊びからでいいと思います。１６年活動やってきまし

たが今野球をしている子供たちのほとんどは、ネパールの先輩たちが楽しそうに野球をしてい

る姿を見て、自分もプレーしてみたいと寄ってきました。活動開始当初はテレビが無かったの

で、外国からの情報も入りにくい状況でありました。、2009 年にネパールの子を１人呼んで、

独立リーグのプロテストに挑戦した時も、口で伝えるより野球ってどういうスポーツなのか、

どういう練習をしているのかを見てもらい、独立リーグのテストも受けました。その時は結果

的に全てのトライアウトに落ちてしましましたが、彼はどうして日本人はこんなにも野球がう

まいのかと考えるようになりました。今まで野球をずっとやってきたけど、今までは遊びの中

の野球で、やっぱりプロ野球選手を目指したいと。それで、帰国してから、学んだことをネパ

ールに持ち帰り、他のメンバーに伝えると同時に、彼自身もトレーニングを 1 人で頑張りまし

た。彼はピッチャーですが、初来日した際はバッティングセンターで 120 キロくらいの球でし

たが、1 年後に計ったら 144 キロまで伸ばしていました。実際に見せたことで、よりプロ野球



スポーツで「ゆたかなくらし」を！：シンポジウム編 

 

 39 

選手になりたいという思いが強くなりました。彼のような人間もいれば、ネパールのグラウン

ドには野球という競技を知らない、新しいスポーツだから来ているという人もいますし、日本

人と交流ができるから来ているという人もいます。手段はなんでもいいと思います。その交流

の結果、日本語も覚えて、将来的には日本語学校で働きたいという子もいますし、将来の一つ

の手段とか、糧になるような、何かきっかけになればという思いです。そして１つ目。今、学

校教育とか、必要とされているところだと思います。日本でもそうですが、プロ野球選手にな

りたくてもなれる人はごく限られた、何万人に１人くらいだと思いますし、ネパールの中でも

野球を続けたくても、海外に出稼ぎに行かなければならないという問題が毎年発生しています。

高校を卒業したらイラクやカタールといった中東の方に、ネパールの中には仕事がありません

ので、出稼ぎ、海外労働者というのはすごく多いです。どうしても野球を辞めなくてはならな

いという状況になります。先ほどのプロ野球選手の話になりますと、彼は周りの友達が海外に

行く中でも、ネパールの国内の大会ではＭＶＰを取るから、プロ野球選手になって家族の助け

になりたいという思いがあったから、こういう形になっているだけで、それは非常にまれなパ

ターンです。実際には途中で野球をやめて、中東の方に出稼ぎに行って、また戻ってきてから

野球に関わるっていうメンバーも多いです。野球が仕事につながったりするとと野球人口が増

えるかもしれませんが、まだそのような状況ではありません。、野球道具の問題はありますが野

球という競技を取り入れたいという学校も増えてきています。野球道具野球やスポーツを通し

て、考える力を養えればと思います。そのような意味でもまずは遊びから始めるみることが重

要だと考えます。  

岸：山口さんと村松さんに別の視点から伺いますが、今後、スポーツの価値を発揮していくにあたっ

て、組織を跨いでですとか、違う組織が連携してというのも非常に大事かと思いますが、山口さ

んも今まで NGO ですとか、行政の立場から大学というところにきて、村松さんも、企業という

ところからスポーツ界というところに入られて、例えば山口さんであれば、大学をどう見られて

いるのかとか、今後、大学と NGO を結び付けていくにはどのような視点が必要ですとか。村松

さんでは、企業とスポーツ界を結び付けていくにはどういう視点が必要かというところを伺って

もよろしいでしょうか。 

山口：たぶん連携というのはいろんなところで生まれてくると思います。繰り返しになりますが、根

本的に私の思考判断では、「そこに課題があるから、それを解決するために動く」という根本

理念があります。また、スポーツの普及はこれまでもやられているし、これからも続いていき

ますが、ただ普及するのではなくて、「折角、スポーツを行うのであれば、スポーツ以外の各

人が求める何かを達成しようと意見交換することで、化学変化がおきるのではないか」と考え

ています。したがって、例えば、今日この中のみなさんで、「実は、私こういう企業で、こう

いう商売でやっているんですよ」という方と、「私はこういうスポーツの普及やっています」

という方がマッチして、第 3 者が示した「○○というところ（場所）でこういう問題が起こっ

ているという話題になったとすれば、もしかしたら、それを起点に何かが起こる＝それが答え

の一つになるかもしれない…と感じています。課題解決ベースの思考を持っていると、勝手に

化学変化が起きていくし、私はそういう人材を育成するために日本に帰ってきたので、「化学

変化できる人がどんどん増えていって、日本がもっと良い方向へ進めば良いな」と考えていま

す。 

村松：実際に変化が起きていると思います。やはり、私も場づくりが大事だと思っていて、今日もそ

うですが、興味のあるテーマで、いろいろな分野の人たちが集う。このような対話の機会があ

ると、化学反応がおきて、新しいアプローチが生まれ、すごいなと思うことが多々あります。
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なので、やはりそこは期待していいかなと思っています。ここにお越しいただいている皆さん

のように、わざわざお休みの日に、こういうところに来ているような方達が変化を起こしてい

くのではないでしょうか。 

反対に、難しいと思うことは、企業の CSR・社会貢献担当者がスポーツに詳しくないので、

「スポーツの支援」をお願いしたとしても、今一つスポーツの価値にピンと来ないというか。。。

スポーツと企業の関係が、お金のみになっていることですね。「どうして貴社はマラソンのス

ポンサーをしているのですか？」と尋ねると、「代理店が持ってきてくれたから」と言われて、

「もったいない」と思ったことがあります。企業の側はスポーツマーケティングということが

ピンときていないし、スポーツ団体も、スポーツの価値をきちんと企業に伝えていなかったり

する。今日のような形で、山口先生がおっしゃっていたような、「スポーツがこれだけ社会を

変えていくもの」であるということを学び合う。そうすれば企業とスポーツの共創も、もっと

進むのではないかと思っています。 

岸：はい、ありがとうございます。時間もあと 7 分くらいですが、みなさまから、これだけはこの場

で聞いておきたい、ということがございましたら。 

田中：私サロン 2002 のメンバーで、一人の整形外科の開業医です。メタボってみなさんご存知です

ね。ロコモをご存知のかたはいらっしゃいますか？メタボというのは約 90 パーセントの認知

率で、ロコモはまだ約 20 パーセントです。運動不足で、健康寿命、平均寿命との関係という

ことで、介護問題とか医療だけでなくものすごく様々な問題があるので割愛しますが、要する

に日本人は、平均寿命は延びたけれども、寝たきりの期間が 10 年くらいあると。それは幼少

期からもっと運動、スポーツをやりましょうということです。今簡単なロコモ運動というのを

継承して、みなさんにやってもらっています。それで、10 月 8 日が骨と関節の日だということ

をご存じの方はいらっしゃいますか？いない。これ、日本整形外科学会にもはかって、J リー

グとコラボして、スタジアムでやったらどうだと。 

村松：それ、良いと思います。 

田中：そうです。私がいつも講演しても、100 人足らずでいつも同じメンバーの方がいらっしゃいま

す。僕はこれ、お子さんに聞いてほしいです。あとはお母さんとか。子供の時にこれだけ運動

しておかないとこうなっちゃいますというのを、あまり激しくはありませんが、スポーツとい

うのはそういうあらゆるところに相通じるところがあって、特にゴールデンエイジといわれる

小学校高学年。基本的な動作を身に着けなければいけない時に、野球でもそうだしサッカーで

もそうだし、いろいろな要素が取り込まれて、１つ１つ成長していくわけです。その基本動作

さえできない人たちが 20、30、出産年齢を迎える女性がいると。その人たちが当然早めに骨粗

しょう症になって、圧迫骨折になって、頸部骨折になって寝たきりになるという負のスパイラ

ルがぼちぼちもう始まっています。そういうことを考えると、お金を払ってでもスポーツはみ

なさんやったほうがいいです。学校で、受け身でやるのではなく、本当にその場に行ったらス

ポーツができるという場所を、J リーグとはいいませんが、行政も考えてやってほしいと。そ

れで、海外の事例のネパールはすごく感動的です。日本でもそれをやってほしいなというのが

僕の感想です。また、災害に関していいますと、神戸の震災でみなさん知ったと思いますが、

エコノミークラス症候群です。血栓症。若者が、僕は大丈夫といってボランティアで働いたら、

血栓で亡くなっていきます。今回の東日本大震災ではそれを教訓にして、車の中で寝泊まりす

るのはやめて、若者も救護室といったところで寝て、みんなで体操をしましょうと。最初はラ

ジオ体操で、高齢者にはロコモ運動をやらせていますが、そういうのは非常に重要なので、災

害医療にも応じられることなので、みなさんますます活躍していただいて、スポーツの啓蒙、
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それとまた企業も貢献できるような場つくりを作ってください。よろしくお願いします。 

岸：はい、ありがとうございます。それではもう 1 人。お願い致します。 

久保田：本日はありがとうございました。FC 東京の久保田と申します。今日お話を伺いまして、最後

に聞きたかったのが、物事の考え方についてです。FC 東京はプロのチームとして、選手やト

ップチームもそういうレベルをめざして頑張っていますが、今日聞かせてもらった話ってい

うのは、選手たちにとっても、競技力の向上に必要なことだと思っていて、そういうことを

理解できる思考が、ピッチに立った時でもすべてにつながってくるはずではないかと考えて

います。日ごろのトレーニングの向き合い方とかについても同じと思います。そういう観点

で聞かせてもらった時に、直接的には、日々の中ではそういう場面はないかもしれませんが、

同じスポーツというくくりで見た時に、海外のプレーヤーも含めて、なにかその辺に対する、

興味、なにかご意見をいただけたらうれしいです。 

岸：はい、ありがとうございます。最後に、その点についても踏まえてご意見をいただけたらと思い

ますが、是非、牛木先生にも、今まで日本のスポーツ界をご覧になってこられてご意見をいただ

いて、その後に、3 名のかたから最後の一言ずつをいただいて、終わりにしたいと思います。牛

木先生お願いしてもよろしいでしょうか。 

牛木：牛木です。長い間サッカーに携わっておりまして、実は、J リーグのもとである日本サッカー

リーグができてから、今年で 50 年です。その最初の年の記録、年鑑を作りました。1956 年の

年鑑ですが、それからずっと J リーグ年鑑がつづいていますが、もう 50 冊近くできています。

その第一号に、どうして当時、丸の内のエリート社員たちが、日本リーグを作ったかというこ

とが書かれています。村松先生、是非読んでいただきたい。そういうところを知らないで、非

常に抽象的な話だけ考えても、私は学校の先生もやったこともありますが、それでも、カタカ

ナ英語がたくさんでてきてわからなかった。その点がちょっと今日の不満だったところです。

最後に、僕の文句です。もう一つ、ネパールで、非常に興味深い映像が出てきましたが、本人

の顔が映っていないのはしょうがないけれど、私はエベレストの登山を上がって、ネパールに

行ったことがあります。ネパールの勲章ももらいました。非常に興味をもったのが、子供たち

がぐるぐる走っている。あれは日本の野球独特の練習です。日本の野球の練習を持ち込んでい

るので、その地元の人がやりたいようにやっているというようには見えなかった。例えばサッ

カーで、日本独特の練習で、ラウンドキックというのがあって、大勢の人が和を作って 1 つの

ボールを蹴ります。たぶんボールが 1 つしかなかったから。スポーツの楽しさを、豊かさを、

つくるために必要なのは、現地に合った、現地というのは外国に限らないです。新潟なら新潟

にあった、大阪だったら大阪にあった。教えるのではなく、相手のニーズに合わせて、場所と

世話をする人を集める。指導者よりも、世話する人だと思います。スポーツでゆたかなくらし

を作るために必要なのは場所をつくってあげること、世話をする人を作ってあげること、そう

いう理念をやっている地方がいくつもあります。例えば、私が長く関わっている兵庫県の加古

川市も、総合型スポーツクラブが非常にうまくいっていると思う。学校のグラウンドを使って

世話役が世話をする。そういうところを考えてほしいと思います。最後に、苦情ばかりですみ

ません。ありがとうございました。 

岸：ありがとうございます。日本サッカーの今のお話は牛木先生のブログでも最近書かれていたと思

います。興味のある方は、絶対にご覧いただければと思います。それでは 3 名の方から最後に一

言ということでいただければと思います。 

山口：みなさん疲れていらっしゃると思うので短めに感じたことを。先生が最後におっしゃられたこ

とは非常に重要で、僕たちはやっぱり日本人なので、教育も日本のことを受けていますし、日
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本の野球とベースボールも違います。なので、私たち自身が受けたことを学び直すことが必要

だと思います。しっかりと歴史と、自分たちのやってきたことを見直して、どこが、どういう

特徴をもっているのかということを知ることが重要であると思いました。もう一つ、これも先

生が最後におっしゃられたとおり、バリューチェーンというものがあって、実はすべてが必要

です。スポーツの場合、場所も必要だし指導者も必要だしそれを仲介する人も必要だし予算も

必要だし。すべてある。でも予算がないという時は、予算を助けるだけでもいいと思いますし、

そういった、問題の本質をしっかりと見据えて展開することが重要ではないかと。そして最後

に、課題をしっかりとみて、批判的に考えてやらないと、逆に相手を傷つけてしまう可能性が

あるということを考えていただければなと思います。以上です。 

村松：ありがとうございます。そうですね、やはり私自身も本当に良い機会をいただき感謝していま

す。一つのテーマについて、いろいろな角度から検討していくということがとても大事ですし、

それがまたスポーツの価値の向上、普及という形でつながっていくことと思います。先ほどの、

「選手も学ぶべき」というご意見、とても共感します。自分達が行っているホームタウン活動

も、どのように社会に影響して、自分は社会の一員として何ができるのかということを自覚で

きると、それぞれの活動の意味づけが変わり、選手の育成にもつながっていくのではないでし

ょうか。 

小林：今日はありがとうございました。今のお話の中で批判的にという話がありましたけれども、私

たちの会議では、常に話していることというのは、自分たちのやっていることを批判的に見て

います。その中で課題は浮き彫りになってきます。先ほどのネパールの話ではありませんが、

最近はネパールの中だけで考えるということはやっていなくて、同じ南アジアの、インドとか、

スリランカとか、パキスタンとか、いろいろなところに協力していただきながら、今の状況を

共有、相談しあっています。日本も同じアジアなので、アジアを盛り上げていくためにどうし

ていくか、、私たちもどんどん提案させてもらって、少しでもアジアの普及活動や、そういうと

ころにつなげていけるようにしていきたいと思っています。 

岸：はい、ありがとうございました。では 3 名のかたに今日 1 日いろいろな意見をいただきましたの

で、みなさん拍手をお願い致します。 

司会：パネリストのみなさま本当にありがとうございました。もう一度、最後に大きな拍手をお願い

致します。以上を持ちまして、NPO 法人サロン 2002 の公開シンポジウムを終了させていただ

きます。 
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＜参加者アンケート＞ 

 

※アンケートにご回答くださった方の中で、「報告書に掲載してもよい」とされた方について、順不同

で掲載します（敬称略）。 

 

■藤田 穣圭（筑波大学附属高校 2 年） 

 様々なところで活躍する人たちの意見を聞くことができ、貴重な体験だったと思います。スポーツ

が得意な人もいれば、苦手な人もいる。そして、それぞれが違った見方をもっていて、実は苦手な人

の方が客観的に見ることができるというのには、とても納得がいきました。 

やはり、スポーツでは、勝ち負けも大事ですが、第一に楽しむことが大切だということを再確認しま

した。今日聞いた話を、またこれをきっかけとして調べたものを、スーパーグローバルハイスクール

（SGH）の研究に生かしていきたいと思います。 

 

■白井 巧（国際基督教大学） 

 今、私は 2020 日本開催のオリンピック、パラリンピックに向けた Sport for Tomorrow 事業に興味・

関心があり本日のシンポジウムに来ました。全体を通じて感じたことは、私たちの生活の中でスポー

ツの価値とか社会的な役割がもっと深まっていく時代になっていくことが大切なのだろうと感じた。 

 競技としてのスポーツの発展とパラレルな形で、今日の会で話し合われたことが、スポーツが持つ

装置として大切なことだと思った。 

 

■青山 啓二（クラーク記念国際高等学校） 

 とてもすばらしいシンポジウムに参加することができ、嬉しく思います。私自身の考えをアップデ

ートできる機会になりました。 

 私は通信制の高校で勤務していますが、社会ではダイバーシティ社会という考えが普及しつつあり

ます。その一方で、これから社会を創る子どもたちのいる学校では、そういった意識は少なく感じま

す。学校の現場こそ、学校の体育授業でこそ、ダイバーシティの意識をもって子どもたちに伝える必

要があると思います。 

 企業、NGO、大学などの化学反応の枠の中に学校を含めるようなプログラムがあると嬉しく思いま

す。 

 

■久保弘毅（フリーランスライター） 

 成功しているクラブは、地域の社会問題を解決している。普及よりも、スポーツを通して何ができ

るかを考える。スポーツと地域の課題を結びつけることで、化学変化が起こる。普及ばかりに力を入

れて、今ひとつ普及が上手くいっていないハンドボールを取材する機会が多いので、考えさせられま

した。 

 

■的場悠人（筑波大学／WorldFut TSUKUBA） 

 現在、私は学生団体 WorldFut TSUKUBA でサッカーを通した国際協力を行っています。今回 3 名

のお話を聞いて、スポーツ分野や国際的な機関でも“スポーツの可能性”を広める動きは、着実に浸

透しているのだと感じ、自分達の行っている活動が決して根拠のないものではないということがしっ

かりと認識できました。 
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 「ゆたかなくらし」は各人によって異なり、一歩間違うと支援の押しつけとなってしまうなか、「協

働」「十分な話し合い」を現地の人と行うのは重要なことだとわかりました。 

 

■木原夏樹（青年海外協力隊） 

 現在 BOP ビジネスを用いた社会貢献、CSR 活動として J リーグ、スポーツ企業等が途上国へ参入

している。よく Facebook 等でサッカークリニックを現地の学校で行っているのを目にするが、ただ

単にサッカーを普及させるだけ、社会貢献と言っておきながら企業の利益を上げる事を目的とした活

動では意味がないと思う。 

 途上国が体育・スポーツ・教育的な面で遅れており、基盤ができていない中で何ができるのか？現

地の人々を主体として彼らの要請、ニーズに応えるために何ができるかをこれからもっと真剣に考え

ていかなければならないと考えている。 

 

■中里嵩弘（早稲田大学スポーツ科学部） 

 本日は貴重なお話をありがとうございました。スポーツを通してどう人々に「ゆたかなくらし」を

提供することができるかを、ミクロな視点とマクロ的な視点で意見を聞くことができました。 

私はスポーツが子供たちに与える人間形成の影響に関心がございます。ですので、村松さんのホー

ムタウン活動のお話と最後のコメントにはとても納得いたしました。いくらホームタウン活動をして

も、選手に意識付けができていなければ満足度にもつながらないと考えました。子供達のあこがれで

ある選手の人間的な育成が、子供達に影響を与え、長期的なゆたかなくらしの創造につながると考え

ます。 

 

■金子正彦 

 スポーツ弱者・ゆるいスポーツという言葉が印象的だった。スポーツを楽しむことが、人には大切

だと改めて感じた。パネルディスカッションでの田中医師の言葉もある意味でショック。骨粗しょう

症の発生。子供の頃スポーツをすること、遊ぶことが、その環境を整えることが大事なんですね。 

 

■増山舜（筑波大学） 

 三者三様の考え方が伺えてよかったです。もっと質問時間を設けて、話し合えればよかったと思い

ます。特に今回は開発（国内外での）の文脈で語られるテーマが多く、開発の考え方について新たな

知見を得られたと思います。 

 

■東憲努（同志社大学政策学部） 

 本日は「スポーツの活用可能性」に関して幅広く学ぶことが出来たと思います。3 点とも、つなが

りがあり、様々な角度からスポーツを考えることは重要なことだと思いました。①ダイバシティー社

会の実現をスポーツを通じて達成するには短期的でなく、長期的な活動が必要になってくると思うが、

その可能性は十分に感じることができました。②開発と平和のためにスポーツが果たす役割に関して

は、新しい分野ではあるが、非常に興味深いと感じました。現地に根ざした活動を目指すことの大切

さを学びました。③（岸加筆：ネパールでの野球を通した復興支援活動）は、②に通じるところが多

く、それを長年活動として実践しているところが凄いと感じました。また、臨機応変に活動内容を変

え、土着した活動だと感じました。 
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■久保田淳（FC 東京） 

 貴重なお話をたくさん聞けてとても勉強になりました。自分の日頃感じていた疑問も整理すること

ができました。ありがとうございました。 

 

■山岸彩夏（（株）ライヴス） 

 オリンピックを社会課題解決に活用するという（シドニー五輪を例とした）お話が印象的でした。

様々な課題、人権、教育、国際協力に対してのアプローチについては良くわかったが、日本が抱えて

いる問題、震災復興、高齢化、原発、若者の貧困などもっと個別の specific で重要な課題に対して、

2020 年東京五輪はアプローチしていくのか？又、していくべきと考えるか？パネラーの方々のお話が

聞きたかった。 

 パネルディスカッションの中で、サロンメンバーのお話が聞けておもしろかったが、一般参加の人

が質問し違ったような気がした。 

 

■平峯佑志（鬼ごっこ協会） 

各パネリストの皆さんの異なる視点がとても勉強になりました。役割の違いから話が分かりやすか

ったです。 

 

■福本佳祐（早稲田大学） 

本日は貴重なお話をありがとうございました！「スポーツ」という切り口から人がゆたかに生きる

とは？について改めて私自身深く考えさせられました。 

 

■本田康弘（Dreamers Japan 株式会社） 

スポーツを活用したダイバーシティ社会の実現には、大きな可能性を感じていましたが、それを確信

する事が出来る時間でした。日本のスポーツの価値向上には、「ダイバーシティ」という切り口が大切

です。スポーツを通して社会を知る。社会を知る事で意識が高まる。意識を高める事でがんばれる。

そんな循環になる事で、アスリートの持つ引退後の不安を希望にかえる事につながると信じています。

そうする事で、スポーツの結果だけに、一喜一憂する時代から、社会を良くしたいからスポーツをす

るという子供があふれる日本になってほしいと願います。 

 

■室田真人（会社員） 

本日はありがとうございました。 

 

■武井貴裕（筑波大学附属高校） 

様々な活動で第一線で活躍されている方との意見をきくことができて、とても参考になりました。 

 特に社会に存在する色々な課題をスポーツで解決するというお話が自分達の今後の研究に近い内容

だったので活かしていきたいです。 

 前で話された３人ともスポーツと社会を上手く関わらせるというような視点では共通でしたが、切

り口は別々でそれぞれ違った意見を持っていて面白かったです。 

 関わる国、地域、またスポーツ、指導者か、プレーヤーか、支える立場かなど立場の違いで全く解

決法、意見は異なると感じたので、一概にスポーツと社会をまとめて言うのではなく、1 つ 1 つのケ

ースでそれぞれの立場に立って客観的に見ていくことが大切だと感じました。 
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■佐藤一朗（靴郎堂本店） 

 自分が歴史を見つめなおす。自分がかかわっているものの歴史を知る。歴史を知ることで自分をか

たれ、いろいろな人をリスペクトできると思う。それがスポーツで「ゆたかなくらし」につながると

信じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




